
平成１８年度 地域保健総合推進事業

歯科保健事業の基盤整備と

効果的推進に関する研究

報 告 書

平成１９年３月

分担事業者

石上 和男
（新潟県福祉保健部）



は じ め に

歯科保健は、国がすすめる「健康日本 21」でも各論の 1つとして位置づけられ、地域

保健事業の 1つの柱として重要な位置を占めている。しかしながら、地域保健に従事す

る歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）は絶対数が少なく、配置されている地方自治体は

少ない。また、配置されていたとしても多くは１人配置である。そのため、地域保健に従

事する歯科技術職相互のネットワークが十分確立されておらず、わが国における歯科保健

推進の 1つの妨げとなってきた。このような背景から、平成 17年度より歯科技術職によ

るネットワーク組織（全国行政歯科技術職連絡会、通称・行歯会）が設立され、会員相互

の情報交換は大きくに向上した。しかしながら、本組織へに加入している歯科技術職は地

方自治体に勤務する歯科技術職の半分に達しておらず、全国的にみた場合のネットワーク

が十分確立されているとは言い難い。

歯科保健事業のなかで、介護予防における「口腔機能の向上」とう蝕予防のためのフッ

化物利用は、とくに重要な位置を占めているといえるが、いずれも全国的にみると先進的

な事例があるものの、それが全国に十分周知されていない。また、前者の「口腔機能の向

上」については、スタートしたのが平成 18年度からで、時間不足だったこともあり、啓

発・指導用の媒体や口腔機能の測定に必要な機器も十分開発されているとは言いがたい状

況にある。

以上述べた現状を踏まえ、全国行政歯科技術職連絡会では、公衆衛生協会の地域保健総

合推進事業による助成を受け、以下の 3事業を行った。

１．全国の地方自治体に勤務する歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）相互のネットワ

ークの現状把握・分析

２．介護予防における口腔機能向上サービスに関する現状把握、効果判定法の確立、指

導用教育媒体の作成

３．フッ化物洗口の先進地視察、効果的な事業推進方策の検討

このうち、事業１では全国行政歯科技術職連絡会に未加入の歯科技術職に対して入会の

働きかけや質問紙調査を行った。事業 2では、介護予防における「口腔機能の向上」に

関する先進事例の収集、指導用の視聴覚媒体およびこう得判定のための口腔機能測定器の

開発を行った。事業３では、フッ化物洗口事業に対する保健行政担当者の理解向上を目的

とした同事業の先進地視察と研修を行った。

本報告書は、これら３事業の内容をまとめたものである。今後の歯科保健事業推進の基

盤整備と効果的な事業の推進につながる資料として活用していただければ幸いである。
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研 究 組 織
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ネットワークの現状把握・分析
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井下 英二（滋賀県大津保健所）
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３．フッ化物洗口の先進地視察、効果的な事業推進方策の検討

永瀬 吉彦（新潟県南魚沼地域振興局）

安藤 雄一（国立保健医療科学院・口腔保健部）
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１．全国の地方自治体に勤務する歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）相互のネット

ワークの現状把握・分析

目的

地域保健に従事する歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）は絶対数が少なく、配置され

ている地方自治体は少ない。2002年度の調べ１)では、歯科医師の配置率は都道府県保健

所 9.6%、政令市 52.0%、市町村 1.6%であり、歯科衛生士では都道府県保健所 25.0%、政

令市 65.0%、市町村 7.0%という状況である。また、１人配置の割合が高い。

そのため、地域保健に従事する歯科技術職相互のネットワークは十分確立されておらず、

歯科保健をすすめていくうえで見えない妨げとなってきたといえる。

そこで、社会の IT化によりイ

ンターネットを用いた低コストの

ネットワークづくりが可能となっ

た社会的背景を受け、平成 17年
度より歯科技術職によるネットワ

ーク（組織名：全国行政歯科技術

職連絡会、通称：行歯会））が設
ぎ よ う し か い

立され、メーリングリストを中心

とした組織運営を行われるように

なった。図 1はその理念と提供サ

ービスを示したものである。この

ネットワーク組織の設立により、

会員相互の情報交換手段は大きく

に向上し、様々な情報を得ること

が可能となった。しかしながら、ネットワークの組織率は地方自治体に勤務する歯科技術

職の約 4割程度と決して高くなく、全国的にみた場合、十分なネットワークが形成され

たとは言いがたい状況にある。

そこで、本事業では、全国的に歯科保健推進を図っているためには本ットワーク組織へ

の加入率向上を図ることが不可欠という認識に立ち、未加入の歯科技術職に対する働きか

けるを行うとともに質問紙調査を行い、組織率向上を図るための諸問題を検討した。

なお、地域歯科保健を進めていくうえで必要なネットワークづくりは、今回検討した専

門職（行政に勤務する歯科技術職）相互のネットワークのほか、① 行政内における他職種

とのネットワーク、② 歯科医師会など関連団体・組織とのネットワーク、の２点が非常に

重要であることは認識していたが、今年度は時間的制約の関係で、歯科技術職相互のネッ

トワークづくりに焦点を絞って取り組みを行った。

図１． 歯科技術職によるネットワーク組織の理念と提供
サービス
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方法

まず、組織未加入者のリスト作成を行った。作成は本組織のブロック（全 11：北海道、

東北・甲信越、関東Ⅰ、東京、関東Ⅱ、東海、近畿、中国・四国、九州・沖縄）単位で担

当理事が行い、全国分を集めた。

このリストを用いて、未加入

者に対して組織を紹介するパン

フレット（資料 1）、質問紙調査

票（資料 2）などを郵送した。

質問紙調査では、パソコン

（PC）、メール、インターネッ

トの利用環境、入会の意思など

について尋ねた（表 1、詳細は

資料 2を参照）。

未加入者のリスト作成は 2007
年 2～ 3月に行い、質問紙は同

年 3月に郵送した。調査票の回

収も郵送にて行った。

調査票の発送数は 499で、う

ち 1通は対象者が在籍していな

かった。

回収数は 103（4/11現在）で

あり、回収率は 20.7%であった。

結果および考察

本事業の実施により、歯科技術職によるネットワーク組織への加入者は増加してきた。

ただし、数値を示して達成度を評価するには多少の時間を要するため、ここでは未加入者

に対して行ったアンケート調査の結果について述べる（詳細は表 2を参照）。

1 ）回答者のプロフィール

・職種（問 17）：
歯科医師 15%、歯科衛生士 83%であった。

・勤務先（問 17）：
市町村が 51%と最多で、以下、都道府県（19%）、特別区（16%）、政令指定都市（11%）

の順であった。

・年齢（問 17）：
40歳代が最多（31%）で、以下、50歳代（25%）、30歳代（24%）の順で、20歳代

は 15%とやや少なかった。

表１．組織未入会者に対する質問項目の一覧

問1 組織の存在を知っていたか
問2 入会しなかった理由（未入会者のみ）
問3 業務でＰＣを使用しているか
問4 職場ＰＣでのメール、インターネットの利用
問5 インターネットの使用制限はあるか
問6 業務用の個人メールアドレスがあるか
問7 メールは日常業務で必須か
問8 インターネットは日常業務で必須か
問9 インターネットでよく利用するサイトは

問10 仕事に関するメーリングリストに入っているか
問11 ＰＣが整備される時期（現在ＰＣ未整備のみ）
問12 メールの整備される時期（現在ＰＣ未整備のみ）
問13 インターネットされる時期（現在ＰＣ未整備のみ）
問14 自宅でＰＣを使用しているか
問15 ＰＣでのメール、インターネットの利用
問16 携帯メールは利用は
問17 職種、勤務先、年齢
問18 行政としての勤務年数
問19 日常業務に占める歯科の仕事の割合
問20 職場に他の歯科医師・歯科衛生士が勤務しているか
問21 入会の意思は
問22 入会に伴い、登録できるメールアドレスの種類
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・勤務年数（問 18）：
10年未満が 43%と最も多く、以下、10～ 19年（23%）、20～ 29年（22%）、30年
以上（9%）の順であった。

・歯科の仕事の割合（問 19）：
8～ 9割が最多（38%）で、以下、6～ 7割（20%）、10割（16%）、5割（10%）の

順であった。5割未満は 14%であった。

・同じ職場に勤務する歯科技術職（問 20）：
「いる」が 52%、「いない」が 46%と、ほぼ等しい割合を示した。

2 ）ネットワーク組織の認知と入会意思

・認知（問 1）：
「知っていた」人は 72%と多かった。

・入会しなかった理由（問 2）：
問 1で「知っていた」と回答した人に入会していない理由を尋ねたところ、「その他」

が最多（23%）で、以下、「きっかけがなかった」・「何となく」（各 20%）、「職場の

ＩＴ環境が整っていないため」（19%）、「メリットがわからなかった」（14%）、「手続

きが面倒に思えた」（12%）が次いだ。このうち、「その他」の理由では、情報量が多

すぎる点を懸念している回答が比較的多かった。

・加入の意思（問 21）：
加入意思のある人は約半数（48%）、検討中が 3分の 1強（37%）で、加入の意思が

ない人は 9%と少なかった。

3 ） PCおよびネット環境（主な結果のみ）

・問 3：業務で PC（パソコン）を独占使用できる人は約 3分の 2（67%）。

・問 6：業務用の個人メールアドレスを所有しているのは 6割弱（57%）。

・問 7-8：メールやインターネットが必須でない人が少なくない（2割前後）。

・問 10：仕事に関するメーリングリストには 15%が加入。

・問 14：自宅で PCを使用している人は 8割（80%）。

・問 22：入会意思のある人の大半（8割）が職場アドレスの登録を希望。

以上の結果から、入会していない人の半数近くは、とくに明確な理由を持っていないこ

とが分かった。一方、職場の IT環境の不備を理由にした人も比較的多かったが、情報量

が多すぎる点を懸念している声もあった。職場の IT環境をみると、決して充実している

状況ではないので、今後検討してゆく必要性が高いと思われた。

文献

１) 地域保健従事者の資質の向上に関する検討会：地域保健従事者の資質の向上に関する

検討会報告書．2003.（厚生労働省ホームページ http://www.mhlw.go.jp/shingi/20

03/07/s0715-2.html）



- 5 -

表２．未入会者へのアンケート調査：基礎集計結果（その1）
人数 ％

1 知っていた 74 71.8%
2 知らなかった 28 27.2%

無回答 1 1.0%
103 100.0%

1 職場のＩＴ環境が整っていないため 14 18.9%
2 きっかけがなかった 15 20.3%
3 手続が面倒に思えた 9 12.2%
4 職場で認められなかった 2 2.7%
5 メリットがわからなかった 10 13.5%
6 考え方に賛同できなかった 0 0.0%
7 なんとなく（特に理由はない） 15 20.3%
8 その他 17 23.0%

74 100.0%
1 １台独占使用 67 65.0%
2 複数者で１台使用 30 29.1%
3 未整備 1 1.0%

無回答 5 4.9%
103 100.0%

1 メール（庁内のみ） 41 39.8%
2 メール（庁外との送受信） 75 72.8%
3 インターネット 82 79.6%
4 ＰＣ未整備 3 2.9%

103 100.0%
1 制限はない 25 30.5%
2 制限がある 47 57.3%

無回答 10 12.2%
82 100.0%

1 ある 59 57.3%
2 ない 40 38.8%
3 ＰＣ等未整備 2 1.9%

無回答 2 2.4%
103 100.0%

1 はい 78 75.7%
2 いいえ 18 17.5%
3 ＰＣ等未整備 5 4.9%

無回答 2 2.4%
103 100.0%

1 はい 74 71.8%
2 いいえ 21 20.4%
3 ＰＣ等未整備 4 3.9%

無回答 4 4.9%
103 100.0%

1 厚生労働省HP 59 57.3%
2 各種学会HP 30 29.1%
3 歯科メーカーHP 36 35.0%
4 特にない 19 18.4%
5 ＰＣ等未整備 3 2.9%
6 その他 17 16.5%

103 100.0%
1 はい 15 14.6%
2 いいえ 78 75.7%
3 ＰＣ等未整備 5 4.9%

無回答 5 6.1%
103 100.0%

質問内容 回答肢

問３
業務でパソコン（ＰＣ）を使用して
いますか

何故、行歯会に入会されなかっ
たのですか（複数回答可）
 ※ 問１「１．知っていた」のみ

問１
あなたは、行歯会を知っていまし
たか

問２

小計

小計（無回答3名を含む）

問４
ＰＣで利用可能なものはどれで
すか（複数回答可）

インターネットの使用は制限が
ありますか

 ※ 問４「３．インターネット」のみ

問６
業務用の個人インターネットメー
ルアドレスがありますか

問５

インターネットでよく利用するサ
イトがありますか（複数回答可）

問10
仕事に関するメーリングリストに
入っていますか

問７ メールは日常業務で必須ですか

問８
インターネットは日常業務で必須
ですか

小計

（問11～13は回答者が少ないため割愛）

小計（無回答5名を含む）

小計

小計

小計

小計

小計（無回答6名を含む）

小計

問９
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表２（つづき）．未入会者へのアンケート調査：基礎集計結果（その２）
人数 ％

1 使用している 82 79.6%
2 していない 18 17.5%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 メール 73 70.9%
2 インターネット 79 76.7%
3 ＰＣ不使用 18 17.5%

小計（無回答5名を含む） 103 100.0%
1 私用でのみ利用している 80 77.7%
2 私用・公用で利用している 13 12.6%
3 利用していない 7 6.8%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 歯科医師 15 14.6%
2 歯科衛生士 85 82.5%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 都道府県行政 20 19.4%
2 政令指定都市行政 11 10.7%
3 特別区行政 16 15.5%
4 市町村行政 52 50.5%
5 その他 0 0.0%

無回答 4 3.9%
103 100.0%

1 30歳未満 15 14.6%
2 30～39歳 25 24.3%
3 40～49歳 32 31.1%
4 50～59歳 26 25.2%
5 60歳以上 1 1.0%

無回答 4 3.9%
103 100.0%

1 5年未満 22 21.4%
2 5～9年 22 21.4%
3 10～14年 10 9.7%
4 15～19年 14 13.6%
5 20～24年 8 7.8%
6 25～29年 15 14.6%
7 30～34年 8 7.8%
8 35～39年 1 1.0%
9 40年以上 0 0.0%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 0割 1 1.0%
2 1～2割 5 4.9%
3 3～4割 8 7.8%
4 5割 10 9.7%
5 6～7割 21 20.4%
6 8～9割 39 37.9%
7 10割 16 15.5%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 いる 53 51.5%
2 いない 47 45.6%

無回答 3 2.9%
103 100.0%

1 入るつもりだ 49 47.6%
2 検討している 38 36.9%
3 入るつもりはない 9 8.7%

無回答 7 6.8%
103 100.0%

1 仕事場のメール 40 81.6%
2 自宅のメール 7 14.3%
3 携帯メール 1 2.0%

無回答 1 2.0%
49 100.0%

質問内容 回答肢

問14 ご自宅でＰＣを使用していますか

小計

問15
ご自宅のＰＣで利用可能なものはどれ
ですか（複数回答可）

問19
日常業務に占める歯科の仕事のおよ
その割合はどれくらいですか

問16 携帯メールは利用されていますか

問17
あなたの職種、勤務先、年齢
についてお答え下さい。

職種

勤務先

年齢

問22

どのようなメールを利用されますか（行
歯会に登録できるのは一種類のアドレ
スのみです。）

 ※ 問21「１．入るつもりだ」のみ

問20
あなたの職場には、他に歯科医師・歯
科衛生士が勤務していますか

問21
あなたは行歯会に入ろうと思います
か？

問18 行政としての勤務年数

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計
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２．介護予防における口腔機能向上サービスに関する現状把握、効果判定法の確

立、指導用教育媒体の作成

目的

介護予防における「口腔機能の向上」サービスは、平成 18年 4月から介護保険制度の

改正に伴って開始された。近年、口腔の健康状態と全身的な健康状態が密接な関連を有し

ていることが種々の調査から明らかになりつつあるが、口腔の機能が健康状態に及ぼす影

響度は全身的な機能が低下するに従って大きくなると言われており、「口腔機能の向上」は

先見性のある事業といえる。

しかしながら、開始後それほど時間が経過していないことから、先進的な事例が全国に

十分周知されていないように思われる。また、啓発・指導用の媒体や口腔機能の測定に必

要な機器も十分開発されているとは言いがたい状況にある。

以上より、本事業では、介護予防における口腔機能向上サービスに関して、① 先駆的事

例の収集、② 虚弱高齢者に対する口腔機能向上サービスの実施とその効果に関する研究、

③ 指導用教育媒体の作成、を行った。なお、②では効果判定法の確立の一環として口腔機

能を評価する測定器の開発も行っている。

方法

1 ）先駆的事例の収集

歯科技術職によるネットワーク組織（行歯会）のメーリングリストを通じ、全国の地方

自治体に勤務する歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）に先駆的事例（優良事例）の報告

を依頼した。報告は任意で、報告内容は、一般高齢者対策・特定高齢者対策・新予防給付

のそれぞれについて事業者名・事業の概要と特徴・連絡先を所定の報告用紙（資料 3）に

記入してもらった。また、啓発資料（パンフレット、手引き、健口体操ビデオ・DVD等）

の記載欄も設けた。

2 ）虚弱高齢者に対する口腔機能向上サービスの実施とその効果に関する研究

介入群とコントロール群を下記のように設定した。

介入群：通所型介護予防事業所利用する特定高齢者で、歯科衛生士による月１回の集

団的口腔機能訓練（肩、首、頬、口唇、舌のトレーニング）または口腔衛生

指導と各施設の介護担当者による週１回の口腔体操（ビデオ利用）を行った

介入群を週に１回行った。

コントロール群：リハビリ教室の利用者

口腔機能の評価：

4名の歯科衛生士が、舌苔の量、反復唾液嚥下テスト（RSST)、ボタンプルの測定、

オーラルディアドコキネシス（ODDC)「た」「か」を、訓練実施前と訓練実施後 3、6
ヶ月目に測定した。コントロール群にはレクリエーション、体力測定などを月に 2
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～ 3回行った。口腔機能の評価はボタンプルの測定、ODDC「た」「か」を行った。

3 ）指導用教育媒体の作成

一般高齢者や利用者への啓発普及媒体として介護予防「口腔機能の向上」のビデオを作

成した。

結果および考察

1 ）先駆的事例の収集 （資料 4 ）

9都県の 16市区町から先駆的事例（優良事例）の報告があった。自治体名は下記のと

おり（順序は資料 4の掲載順）：

神奈川県…寒川町、茅ヶ崎市

福岡県…北九州市

熊本県…熊本市

静岡県…静岡市

新潟県…胎内市、上越市、新潟市

富山県…射水市

北海道…室蘭市

東京都…江戸川区、杉並区、立川市、千代田区

事業別にみた事例数は、下記のとおりであった。

一般高齢者対策 ：10事例

特定高齢者対策 ： 9事例

新予防給付 ： 4事例

その他啓発資料等 ： 8事例

各事例の詳細については、資料 4を参照されたい。

これらの事例は、各地方自治体にとって参考になるものであり、周知を図っていきたい。

また、平成 19年度より特定高齢者の条件緩和が行われ、事業の拡大が予想されるので、

今後も先進事例の把握に努めていく必要があると考える。
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2 ）虚弱高齢者に対する口腔機能向上サービスの実施とその効果に関する研究 （資料 5 ）

介入群では舌苔スコアの改

善（図 1）、ボタンプルの測定

値の向上（表 1）、ODDC「た」

「か」の向上（表 2）が認め

られたが、RSSTでは改善が

認められなかった。一方、コ

ントロール群においては、ボ

タンプル測定値および ODDC
いずれも変化が認められなか

った。

したがって、歯科専門職が

行う集団的口腔機能訓練およ

び口腔衛生指導は口腔機能の

向上に効果があることが示唆

された。

詳細については資料 5を参

照されたい。

なお、ODDCの測定に関し

て、新たな測定機器が開発さ

れており、現在、各地に試作

品を貸し出し、試用している

ところである（資料 6）。発音

機能は、口腔機能の重要な要

素のひとつで、より精度の高い評価方法の確立が望まれており、各地で広く活用されるこ

とが望まれる。

3 ）指導用教育媒体の作成 （資料 7 ）

「健口体操（口から始まる介護予防）」と題する約 20分のビデオを作成した。

構成の概要は下記のとおり（詳細については資料 7を参照）：

(1) .対談〈口から始まる介護予防〉

出演：歯学博士・北原稔、歯科衛生士・白田チヨ、

聞き手：佐谷けい子（日本健康福祉政策学会員）

内容：健口体操の発案者である、北原博士と白田氏に対談形式で話を聞く。対談内

容は、厚生労働省が介護予防に入れた「口腔機能の向上」についての概略。「健

口体操」の成り立ちや、体操を実行している方々の運動効果、継続するため

の助言など。
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(2) 口腔機能の向上プログラムへのイントロダクション

出演：健康運動指導士・原眞奈美、聞き手：佐谷けい子

内容：口腔機能の向上プログラム「健口体操」を始めるにあたっての、注意事項や

運動の方法などを聞く。

(3) 口腔機能の向上プログラム〈唾液腺マッサージ〉

出演：健康運動指導士・原眞奈美

内容：唾液腺マッサージの効果、運動方法を、詳しく解説する。

(4) 口腔機能の向上プログラム〈あいうえお体操〉

出演：健康運動指導士 原眞奈美

内容：「あいうえお体操」の効果、運動方法を、詳しく解説する。

(5) 口腔機能の向上プログラム〈集団指導のようす 1〉
出演：歯科衛生士・白田チヨ

東京都中野区・高齢者会館「しんやまの家」利用者の皆さん

内容：白田氏による「口腔機能の向上プログラム」の指導風景。

(6) 口腔機能の向上プログラム〈集団指導のようす 2〉
出演：健康運動指導士・原眞奈美

内容：原氏による「健口体操」の指導風景。

(7) インタビュー〈健口体操について〉

出演：東京都中野区・高齢者会館「しんやまの家」利用者の皆さん

聞き手：佐谷けい子

内容：「健口体操」を実行している方々へのインタビュー。

なお、このビデオは、今後、都道府県などの地方自治体に配布し、広く活用を呼びかけ

る予定である。
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３．フッ化物洗口の先進地視察、効果的な事業推進方策の検討

目的

行政に勤務する歯科技術職員等の資質の向上を図るため、先進地視察研修を行った。ま

た、地域で抱える諸課題について検討するため研究討議を行った。

方法 （資料 8 ）

新潟県弥彦村は 40年近くにわたりフッ化物利用によるう蝕予防に取り組み全国的にみ

ても素晴らしい成果を上げている。また、乳幼児から寝たきり高齢者の歯科保健対策など

総合的な歯科保健対策を実施し成果をあげている。

今回、歯科技術職によるネットワーク組織（行歯会）のメーリングリストで、弥彦村へ

の先進地視察の参加を募ったところ、同会会員を中心に 36名の参加募集があった

（資料 9）。
このメンバーが、弥彦村における児童の歯科保健対策の中心的な施設である弥彦小学校

を視察し、教育長・学校長・養護教諭から、歴史的な経緯や学校歯科保健活動、これまで

の成果などについて説明を受けるとともに、実際に１教室において児童の実施風景を視察

した。また、村の総合的な歯科保健対策の取り組みについて保健師から説明を受けた。研

修内容は次のとおり（詳細は資料 8を参照）。

１ 日時：平成１９年３月１６日（金）～１７日（土）

２ 場所：新潟県西蒲原郡弥彦村 弥彦小学校

３ 内容（敬称略）：

(1)弥彦村における学校歯科保健プログラムの変遷とその成果（13:00 ～ 13:45）
学校歯科医師 新潟大学医歯学総合病院 講師 佐久間汐子 （資料 10）

(2)弥彦小学校及び弥彦村の取り組み（13:45～ 15:00）
①弥彦小学校のフッ化物洗口の取り組みと成果

②児童のフッ化物フッ化物洗口実施状況見学

学校歯科医師 新潟大学医歯学総合病院 講師 佐久間汐子

弥彦小学校養護教諭 鈴木裕子

(3)弥彦村の歯科保健対策について（15時頃～ 16:00 ）

弥彦村 保健センター 保健師 吉田増美

４ 研究協議（行政における歯科技術職員の活動状況及び問題点）：

ニューホテル越路荘（新潟県南魚沼市小栗山 345）

結果および考察

弥彦小学校は、昭和 45年にフッ化物洗口を開始し、40年近くに及ぶ歴史があり、新潟

県内にとどまらず、我が国のフッ化物洗口の礎を築いた施設であり、弥彦小学校の児童は、

現在わが国で最もむし歯が少ない学校であろうと推察される。学校内には歯科診療所が設

置され、児童の早期治療とシーラント処置が行われている。今回全国の自治体に勤務する

歯科技術職員等 37名が視察し、弥彦村の成果や学校保健プログラム、児童の活動状況な
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どを間近で見聞できたことは、参加者にとって見識を広め、各職場での事業の推進に大変

有意義な機会であった。特に多くの参加者が感銘したのは、村長、教育長をはじめとする

自治体を挙げての歯科保健対策への意気込み、学校内での歯科保健プログラムの充実ぶり

（カリキュラムとしてのフッ化物洗口の定着、教職員の意識、校内歯科診療所での早期治

療やシーラント処置）、う蝕予防効果、歯科医療費抑制効果などであった。また、乳幼児、

妊産婦・成人、寝たきり者・障害者など切れ目のない村の歯科保健対策は、地域住民の健

康水準を向上させる一因になっている。

新潟県では昭和 56年にむし歯半減 10か年運動に取り組み、県行政として全国で初め

てフッ化物洗口を軸とするう蝕予防事業を市町村への補助金として予算化した。弥彦村に

おいては、その 10年以上前に既にフッ化物洗口を開始している。開始当初は新潟大学が

主導的な役割を果たし、また村、学校関係者、保護者が一体となり地域歯科保健活動に邁

進した。その後弥彦小学校をモデルにして新潟県内外各地でフッ化物洗口が開始されるが、

間もなくして反対運動が勃発することになった。さらに全国的な反対運動禍に発展する様

相を呈し、県内外には中止する施設が相次いだ。弥彦村は村の行政施策として終始一貫し

てフッ化物洗口を継続し約 40年近い歴史を有し現在に至っている。その成果は新潟県が

進める上での貴重なデータを数多く提供し、効果・安全性を揺るぎないものとして確立す

る重要な役割を担ってきた。このような意味で弥彦村はフッ化物洗口発祥の地とも言える

村であり、その歴史と先達の実績は我が国の歯科保健にとって極めて重要な役割を果たし

てきた。

今回公衆衛生協会の取り計らいによりこのような機会を得ることができたことは、参加

者にとってまたとないよい機会であり、多くを得ることができた。また、視察後の研究協

議では、全国各地で勤務する歯科技術職員等が、地域において抱える課題を出し合い忌憚

のない意見交換を行うことができた。参加者の多くは同じような境遇にあり、共通の課題

を共有することができ、交流ネットワークの輪がこれまで以上に広がり、歯科技術職によ

るネットワーク組織が現在行っているインターネットによる情報交換に加えて全国各地の

仲間を得ることができた貴重な会であった。

なお、資料 11に今回の視察に赴いた高澤みどり氏（千葉県市原市）によるレポートが

掲載されているので参照されたい。
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今後の方向性

１．全国の地方自治体に勤務する歯科技術職（歯科医師、歯科衛生士）相互のネットワー

クの現状把握・分析

今回の事業実施により、歯科技術職のネットワークに加入していない地方自治体勤務の

歯科技術職へ入会を呼びかけることができ、組織率向上につなげる良い機会となった。今

後も各地における地道な働きかけを通じ、組織率向上に努めていきたい。なお、歯科保健

推進のためのネットワークという視点でみると、歯科技術職が配置されていない地方自治

体が多数を占めている現状から、歯科技術職相互ネットワークが確立することだけでは不

十分である。よって、今後は歯科保健を担当している他職種や関連団体とのネットワーク

を充実させていく必要があることは明らかである。そのための手だてとして、今後、他職

種向けの歯科保健テキストの作成や、歯科医師会との連携に関する実態把握などについて

検討していきたい。

２．介護予防における口腔機能向上サービスに関する現状把握、効果判定法の確立、指導

用教育媒体の作成

介護予防における口腔機能向上サービスは歴史も浅く、事例の積み重ねが多いとはいえ

ないが、高齢化した社会で対応していく緊急性は高く、今後も先進事例の把握に努め、よ

り効果の高い事業のあり方を検討していく必要性は高い。また、今回開発した発音機能の

測定器や健口体操の指導教育媒体の周知・利用はその一環として捉えていきたい。

３．フッ化物洗口の先進地視察、効果的な事業推進方策の検討

今回の先進地視察に多数の参加があったことはフッ化物洗口事業への関心の高さの表れ

と考えられ、視察メンバーの地元自治体における普及が期待できる。本事業は、う蝕予防

効果の確実性から、近年、普及が高まりつつあるが、今後さらに普及を進めていくために、

様々な事例を集め、実施に至る障壁を取り除くことに努めていく必要がある。

またフッ化物洗口を含めたう蝕予防のためのフッ化物利用の推進を図っていくために

は、行政における様々な保健職種の理解を得ていく必要がある。ことに、水道水フッ化物

濃度調整法（水道水フッ化物添加、水道水フロリデーション）については、他のフッ化物

利用法に比べるとコンセンサス形成が不十分と思われ、今後、啓発資料を作成するなど、

理解向上に努めていく必要性は高い。





















資料３：口腔機能向上一先駆的事例集報告フォーマット

口腔機能向上事業の優良事例
） 都道府県名（

･２３． 

事業者名

事業の概要と

特徴

連絡先等

1．一般高齢者対策

事業者名

事業の概要と特

徴

連絡先等

2．特定高齢者対策



3．新予防給付

４．その他啓発資料等

パンフレット、手引き、健ロ体操ビデオ、ＤＶＤ等の啓発資料があれば記戦してください。

‐２４． 

事業者名

事業の概要と特

徴

連絡先等

種類 内容、発行元、値段等



資料4：ロ腔機能向上一先駆的事例集

都道府県別口腔機能向上事業の優良事例目次

１．神奈川県寒川町
● 

①---股高齢者対策

神奈川県寒川町における口腔機能の向上支援モデル事業「ゆうゆう教室」……２７

２．神奈川県茅ヶ崎市
③新予防給付…松林ケアセンター（茅ヶ崎市）におけ

④その他啓発資料等…健ロ体操ビデオ、パンフレット

における介護予防通所介護事業 ……２８ 

……２８ 

3．福岡県北九州市
①一般高齢者対策…おロの元気度アップ事業

…ロ膣機能向上普及啓発事業

…介護予防のための歯科衛生士研修会

④その他啓発資料等…パンフレット（一般向け、健診医師向け

参考資料…一般高齢者施策の実施状況視察結果

９
９
０
０
１
 

２
２
３
３
３
 

■巴■●■●

■●●Ce● 

ＯＣＣ●●● 

●●●●●● 

４．熊本県熊本市
①一般高齢者対策…歯つぴ－かむカムひごまる体操

参考資料…一般高齢者施策の実施状況視察結果

……３２ 

……３４ 

５．高知県安芸市
④新予防給付…ディサーピスセンターとの包括的な試み， ……３５ 

6．静岡県静岡市
①一般高齢者対策…おいしく食べよういきいきプラン 3７ 

7．新潟県胎内市
①一般高齢者対策…うさぎの会

②特定高齢者対策…すこやかしあわせ教室

④その他啓発資料等…お宝小唄、ボタンプル、おロの体操ＤＶＤ

２
２
３
 

４
４
４
 

●■●■●● 

●●●●C● 

巳●□の●●

８．新潟県上越市
③新予防給付…柿崎第一ディサーピスセンターで行う口腔機能向上

④その他啓発資料等…おロの体操ＣＤ、健口カレンダー

……４４ 

……４４ 

9．新潟県新潟市
①②￣股高齢者対策、特定高齢者対策

④その他啓発資料等…おロの体操ＣＤ

……４５ 

……４６ 

－２５‐ 



10．新潟県歯科保健協会
④その他啓発資料等…パンフレット、カレンダー、おロの体操DVD、
ボタンプル用ボタン ……４７ 

11．富山県射水市
②特定高齢者対策…射水市口腔機能向上コース ……４８ 

12．北海道室蘭市
①一般高齢者対策…健康教室えみなメイト

④その他啓発資料等…食前体操ビデオ

･･･…４９ 

……４９ 

13．東京都江戸川区
①一般高齢者対策…健康長寿塾

①一般高齢者対策…口腔ケアサポーター研修

②特定高齢者対策…シルバー健康教室

④その他啓発資料等…パンフレット、ポスター、江戸川区映像広報

……５３ 

……５３ 

……５４ 

……５４ 

14．東京都杉並区
②特定高齢者対策…転倒予防ミニ教室

②特定高齢者対策…転倒予防教室

②特定高齢者対策…若返るぞ！筋力アップ応援教室

②特定高齢者対策…リフレッシュ１リハビリ教室

……５５ 

……５５ 

……５６ 

……５６ 

15．東京都立川市

③新予防給付…ＮＰＯ法人やわらぎにおける介護予防事業 ……５７ 

16．東京都千代田区
①一般高齢者対策…「歯つぴ-かむかむ塾」

②特定高齢者対策…元気がでる「歯つらつステップアップ教室」

……５８ 

……５８ 

虚弱高齢者に対する口腔機能向上サービスの実施と
その効果に関する研究

……５９ 

－２６‐ 



１．神奈川県寒川町

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（神奈川県）

２．特定高齢者対策

－２７‐ 

事業者名 神奈川県寒川町における口腔機能の向上支援モデル事業

｢ゆうゆう教室」（|日：Ｂ型機能iilll鰊事業）

事業の概要と

特徴

寒川､ifでは平成17年度、１８年度の改正介護保険法施行に先駆けで、

神奈川県茅ヶ崎保健福祉事務所の支援を受け管内の寒川町Ｂ型機能iiII1

練において市町村の専門的支援の位置づけにより「口腔機能の向上」

モデル事業を実施した。

この事業は、９か月間に月１回、歯科衛生士による食前の健口体操

や食後の口腔清掃等の口腔ケアプログラムの実施を中心とした介入

を行いつつ､途中で従事歯科衛生士や保健師･看諌師･介譲職の研修
会や検討会を開臘し、①アセスメント票や効果的な口腔機能向上プ

ログラム作成（国のマニュアル試案への資料提供）、②従事歯科衛生

士の人材育成③効果的な実施方法の検討 を行った。

その事業に従事した８名の歯科衛生士は､18年度の事業開始と共に

通所事業所での介護予防や町の特定高齢者施策等に従事し鰯成果を上

げている

なお、この事業は形態を変え、現在、Ａ型機能訓練事業と介護予防

事業で引き継がれている。

連絡先等

寒川町TELO467（74）1111健康課

奈川県茅ケ崎保健福祉事務所保健福祉課TELO467（85）１１７１

１．一般高齢者対策

事業者名

事業の概要と特

微

連絡先等



２．神奈川県茅ヶ崎市

３．新予防給付

４．その他啓発資料等

パンフレット、手引き、腱ロ体操ビデオ､ＤＶＤ等の啓発驚料があれば記戦してください。

･２８‐ 

事業者名 松林ケアセンター（神奈川県茅ヶ崎市９定員30名）における

介護予防適所介護事業

事業の概要と特

徴

松林ケアセンクー（適所介護事業所）では、１７年度より「寒川町に

おける口腔機能向上モデル事業｣の見学や県保健福祉事務所の研修会

を受講し、その必要性を強く感じ､保健福祉事務所歯科職の助言を得

て、１８年度の改正篭施行と同時に介謹予防「ロ膣機能の向上」サーピ

スを開始した。

現在、口腔機能のサービス提供には、４名の歯科衛生士がローテー

シヨンを組んで従事し、事業所の常勤の看謹職・介謹職との勉強会

を行いながら、スタッフ全体として実践技術を共有し研鎖する効果

生んでいる。その結果、口腔機能向上サービスをそれぞれの職種が

理解しつつ役割分担して実施しできている特徴がある貝

事業では、国のマニュアルの様式を使いながら、さらに、家族への

連絡記赦票の追加や実践内容(鍵ロ体擬等）のバージョンアップ等を

試み、見学者は絶え間ない。

連絡先等

神奈ﾉ11県茅ヶ崎市松林ケアセンター

電話Ｏ467-50-1521

http://www・chigasaki・jp／

種類 内容，発行元、Ｉ直段等

健口体操ビデオ

パンフレット

健口体操１．２．３－口からはじまる介護予防一

発売元MANAMIスタジオ

〒229-0014神奈)'１県相模原市若松3-394

TELO42-742-6134 

､定価5,000円

鍵ロ体操１．２．３

発行一世出版株式会社

TELO3-3953-5141 

－部100円



3．福岡県北九州市

口腔機能向上事業の優良事例

都道府県名（福岡県北九州市）

１一般高齢者対策（北九州市）

１－股高齢者対策（北九州市）

・２９゜

事業者名 おロの元気度アップ事業

事業の概要と

特徴

１実施主体：北九州市
２特徴:北九州市における口腔機能向上に関する普及･啓発のため、

本市で地域の保健福祉活動の拠点としている市民センターを中心し

て、高齢者が「おいしく、楽しく、安全に食べること」を通じて、
涯にわたる自己実現を目指すことができるよう支援していくもの。

３事業内容

健ロ相談（お回の元気度チェックＬ(予定回数；５０回）

生

各区役所、市民センター等において、６５歳以上の者を対象に、

口腔機能向上に関する相談対応、口腔機能の評価を行うもの。

北九州｢hi歯科医師会へ委託して実施。

(2)おいしく食べる健口塾（予定回数：１１５回）

各市民センター等において実施しているふれあい昼食交流会（食

生活改善推進員協議会主催）へ歯科衛生士を派遣し、食事観察・助

言、口腔機能向上に関する健康教育、個別指導を行うもの。

(3)鐘ロストレッチ講座（予定回数：１２０回）
簡齢者を対象とした健康講座等を実施している組織・団体等か

らの依頼により歯科衛生士を派遣して、健康教育等を実施

連絡先等 北九州市保健福祉局健康推進課（電話O93-582-2018）

事業者名 ﾛ睦機能向上普及啓発事業

事業の概要と特

徴

１実施主体：北九州市（北九州市歯科医師会に委托して実施）

２特徴：市全域、区域（７区）レベル、 地域（小学校区）レベルの

３層に渡り、広く市民に対して高齢期におけるロ腔機能の向上に関す

る情報を提供するとともに、口腔機能の向上についての基本的な知織

や技術を普及・啓発するもの。

３内容

(1)口腔機能向上に関するＰＲ冊手の作成（別掲）
(2)口腔機能向上についての講演会
介護予防と口腔機能の向上に関する講演や歯科衛生士による口腔

機能向上（おロの元気体操等）についてのプレゼンを行う。

(3)おロを元気にする講演会

口腔機能向上に関する出前講演で、市民センターや地域団体（老

人クラブ等)等へ歯科医師を派遣し、口腔機能の向上に関する教育、

情報提供を行う。（予定回数；７０回）

(4)健口づくり応援隊研修会
地域における関係団体（北九州市食生活改善推進員協議会等）の

方を対象として、ロ腔機能向上に関する地域の支援活動に協力して
いただけるよう、研修会を開催する。（予定回数：１０回）

連絡先等 北九州市保健福祉局健康推進課（電鯖O93-582-2018）



都道府県名（福岡県北九州市）

１－股高齢者対策（北九州市）

４．その他啓発資料等（北九州市）

パンフレット、手引き、億口体操ビデオ､ＤＶＤ等の啓発資料があれば記載してください。

－３０． 

事業者名 介護予防のための歯科衛生士研修会

事業の概要と特

徴

、

１実施主体：北九州市

２特微：口腔機能向上のための介護予防事業に従事して指導を担当

する歯科衛生士等の知識、技術の向上と併せ、地域で活動している歯
科衛生士への情報提供、活動支援等を目指して実施するもの。

３内容

介議予防のための歯科衛生士研修会（福岡県歯科衛生±会委託）
ﾛ膣機能向上関連の事業における活動を希望する歯科衛生士がロ

控機能向上に関する最新の体系的知織と技術を習得するとともに、

介護予防事業に携わる歯科衛生士のマンパワー増大に資することを

目的として開催する。

･対象者：介邇予防事業における口腔機能向上関連事業での活動

を希望する歯科衛生士（定員４０名）

２受講料：無料（ただし、実習材料費として１０００円程度必要）

･日程：平成19年２月１９日（月）～２月２４日（士）【全６日間】

(2)保健福祉局璽業協力歯科衛生±研修会（健康推進課主催）

本市の口腔機能向上関連の事業に従事している歯科衛生士の連絡

会（１回／月）に併せ、研修、情報交換､活動報告等を行うもの。

連絡先等 北九州市保健福祉局健康推進課（電話O93-582-2018）

種類 内容、発行元、 値段等

パンフレット

１名称：「おロの健康は長寿の秘訣」

※口腔機能向上に関するＰＲのための冊子

２仕儀；Ａ４版、ヲルカラー、１２ページ

３作成部数：12,000部

４科金：無料

５発行元：北九州市歯科医師会（H18北九州市委託事業）

ンブレット

１名称：「介醗予防健診マニュアル：口腔機能の向上」

※介議予防健診を担当する医師向けに作成、配布

２仕様：Ａ４版、２色、４ページ

３作成部数：1,000部
４科金；無料

５発行元：北九州市歯科医師会（H17北九州市委託事業）



専門酉２１

。
【
露
０

専門職配置状況 自治体の概要 事業内容 特徴 参考資料

正規職員

歯科医師
１ 

歯

未

科衛

配置

生士

人口９９万2,332

人(対前年同月増

減数2,892人減）

高齢化率は

22.0％ 

①おロの元気度アップ事業
･億口相談（おロの元気度チェック）

.おいしく食べる健口塾
･健口ストレッチ講座

②口腔機能向上普及啓発事業
● ＰＲ冊子の作成

･講演会の実施
● 出前講演の講師派遣

･地域関係団体対象研修会

③介護予防のための歯科衛生士研修会

④保健福祉局事業協力歯科衛生士研修
会

⑤その他

・医師向け介謹予防健診マニュアルの

作成・配布

・他の介護予防事業への口腔向上プロ

グラムの挿入

･北九州市健康福祉総合計画への高齢期の口腔保健の
位置づけ

･市独自の特定高齢者把握（連絡シート）の活用

･市レベル（保健福祉局)、区レベル（統括支援セン
夕－７カ所)、地域レベル（地域包括支援センター２

４カ所）の三層構造を生かした仕組み

･小学校区ごとに設圏された市民センター(128カ所）
を拠点とした地域づくり中での活動

･食生活改善推進員協醗会が一人暮らし高齢者を対象
に各市民センターにおいて行っている「ふれあい型の

昼食会」での口腔機能向上体操

･歯科衛生士会と連携した独自の口腔機能向上事業
(プログラム〈グッズ、人形、ペープサート等）

･歯科医師会との連携による基本健診に相乗りした鐘
ロ相談（おロの元気度チェックシート）
● ロ腔機能をテーマとした講演会の参加（300人程度
の参加

健康福祉北九州総

合計画概要版

平成18度特定高齢

者の把握（連絡シ

_卜）について

北九州方式におけ

る地域包括支援セ
ンターイメージ図

ＰＲ冊子（おロの

健康は長寿の秘

訣）

腱ロ相談（おロの

元気度チェック）

事業マニニュアル

市民講演会チラシ

と会場風景の写真

＜ｺﾞﾋ九ｲﾛ11市＞（－船高齢者）視察日平成１９年２月１４日視察者Ⅷ井下英二（大津健康福祉センター）



４．熊本県熊本市

歯つぴ－かむカムひごまる体操

～ロと舌の体操を作りました～

熊本市中央保健福祉センター吉良直子

熊本市中央保健福祉センターでは、「高齢者の生活と健康を一緒に考える会」という名

称で、介護予防活動の推進を図ろ市民ボランティアの育成と高齢者の健康づくりを地域住

民とともに地域で推進しています。

その中で、□腔機能の低下予防について熊本市歯科医師会の協力を得て、研修会を行っ

たところ、住民との協力で「歯つぴ－かむカムひごまる体操」（ロと舌の体操ソング）を作

成し、地域で普及させていますので、住民と歯科医師会、地域包括支援センター及び行政

の協働による活動として報告します。

★自分たちでできる□の体操を！

歯科医師会の先生のご繍演によって、住民のロ腔機能に関する意識が高揚し、□（□唇）

と舌の体操を歌にして欲しいという声が上がり､平成１９年１月に歌が出来上がりました。

「歯つぴ－かむカムひごまる体操｣のネーミングは、本市の歯科保健基本計画「歯つぴ－

かむカムくまもとプラン」と熊本城の築城４００年祭のマスコット「ひごまる」からとっ

たものです。

▼市民が積極的に活用しています’

現在、管轄全ての中央包括支援センターや在宅介護センター、地域老人会、高齢者サロ

ンなどで、積極的に活用されています。

特記事項として､本市で育成している市民ボランティアである８０２０推進員さんたちは、

地域活動の中で□健機能の低下予防についてもテープを利用した啓発活動の大きな力とな

っていることを報告します。

ＵＴ１ 

｜‐一
口
Ｊ
ｒ
Ｌ
、

、
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口腔機能の低下予防と誤嚥を予防するための体操と曲を作成し、現在、管轄内

の地域包括支援センターや市民ボランティアである8020推進員を中心に地域活

動

を推進していますので、報告します。
￣ 

健康福祉局健康政策部中央保健福祉センター

吉良直子

kiranaoko@city・kumamoto､19.jIo

〒862-0976熊本市九品寺1-13-16

中央保健福祉センター

田上豊所長

担当吉良直子(所長補佐）

電話番号Ｏ96-364-3113ファックス096-364-0328

です。

よろしくお願いします。

中央保健福祉センター健康福祉局健康政策部

吉良直子

kira､naoko@city・kumamoto､lgjF

‐３３． 



地域支援事業先進地視察報告資料（口腔機能向上）
s日電９日忍諺襄看子

専門酉且

》
ぬ
。

Ⅷ専門職配置状況 自治体の概要 事業内容 特徴 参考資料

正規職員

歯科医師
２ 

歯科衛生士
８ 

嘱託職員

歯科医師
３ 

歯科衛生士
１ 

雇用

歯科衛生士
３ 

人口663,634人

65歳以上人口124,026人
高齢化率は19.0％

(平成18年６月１日現在）

７５歳以上の在宅生活者の

割合実測値81.8%(H16）

目標値83.096(H20）

地域支援事業および予防

給付事業はともに介護保
□ 

険課にて実施

保健福祉行政区域は中央・
東・西。南・北保健福祉セ

ンターの４区域

・８０２０運動推進ボランティア

の育成

・８０２０運動推進ボランティア

の支援

・センター職員および8020椎

進員への口腔機能向上に関す

る研修

･歯つぴ－かむカムひご丸体

操の普及

･8020教室

･介護予防普及に向けたリーフ

レットの作成、配布

.Ｈ７に市民参画のもと、熊本市歯科保健基本

計画を策定、Ｈ１８に改定し、住民参加による
歯科保健活動推進の土壌が培われている

･平成10年度より高齢者のみならず生涯を通じ
た歯科保健を推進するための｢8020運動推進ボ
ランティア」を育成し、各センターごとに連絡

会を設立（Ｈ１8年１０月166人）

・同推進員およびセンター職員による口腔機能

向上の普及

・熊木城築城400年祭のマスコットである「ひ
ご丸」を取り入れた口腔機能向上体操「歯つぴ
－かむカムひご丸体操」を考案し、口腔機能

向上体操の普及に工夫

･地元歯科医師会、歯科衛生士会との連携によ

る「ロの健康」教室の実施

第２次熊本市歯科保
健基本計画

8020推進員義成資料

歯つぴ_かむカム

ひご九体操イラスト

カセットテープ

、

｢ひご丸」ステッカー

熊本市ロ腔機能向上

事業仕様書

介護予防普及リーフ
レット

介護予防教室の案内

＜熊本市＞（￣艦高齢者）視察日平成１９年２月８日．９日視察者井下英二（大津健康福祉センター）



5．高知県安芸市

デイサーピスセンターとの包括的な試み
～口腔機能向上について～ ○高il#ｉ環(高知県g震福伯uitIK鰯、

西山真里（〃）

黒岩節子（〃）

中山京子(包括支援ｾﾝﾀｰ）

道倉由美(安芸市:デイｻｰﾋﾞｽｾﾂ州土まちどり）
１はじめに

高齢者の体力を低下させる要因として誤鳳雛k肺

炎が注日さね関係者の巾でもロ腔ケアの重要性

が広く認められるようになってきた。そこで〈管

内関係職員の研鍍及U潤係施没への波及を目的と

してモデル事業所を選炭道し他施識ii員等を含めた

技術伝達及､;M鰯利用者の行動変容をはかるため、

包括支援Pセンターと協力して｣iii閲した。

［ねらい］

ｎ割J業ﾘﾗiが自信を持って実､jできる

⑳実､閥v菊ｦiがji誠)Uする

鋤施iiﾛｸﾞF1朋者の健康づくり ３考察及び結果

１）Ｉ，業ﾘｦiが自僧を持って実施できる

Ｏｽｸｰﾆﾝｸﾞ等について本来着謹職等の分野であ

るが､介慰鰄員も一緒に研修することで､職

員間での理解b08増した。

OMi甑Ⅱ人lでの職員研修等もあり、職員の炎IH磯・

技術習得ﾜｸx早かった。

⑳夷､園罷業鳳励:鋤ける。

Ｏ導入前提の問い合わせの軸ﾛや勉強会の要請

（噸活相Ｎｉ〔等の;6t応が増ｉＤ

ｏｇ砿業ﾘｦi同士の情報交換が活発になった。
鋤力､識FlU1］者の健康づくり

○かﾗﾙ･ﾃﾞｨｱﾄﾞｺｷﾈi"(の平均回数が増加した。

＊口腔器官の巧繍虫運動速度評価

２方法

事業までのinｾﾞｵＬ

ア)包横支援lﾂﾀｰの魅酪会にて支援事業希望を打診

イ)各包括支援ｾﾝﾀｰから希望q砺業集約～決定

ウリ包括支援lﾂﾀｰZ、鶴係機関とのヒアリング

関係職員との勉強会・講習会を実施し口腔機能向

上マニュアルを使用しての模擬実習をへて、施設利

用者(家族）の承認を得ｂ様式を使用しての公開事

業とした。モデル事業所(ﾃﾞｲﾄﾋﾞｽｾI'ﾀｰはまちどり）

では劃｡参り､できた４２名について分析を行った。

*講習会の様子０３１１添写嘆参lWO垂魎田要

○ﾛ腔内の改聾及び行動変容もみられた。

終了時におけるスクリーニングでは､好ましい

変化として食欲･会話I次いで気持ちであった。

好直しい戊化

０＄４●０”ｂｌ４ 

《ａＯ

・３５．

日時 内容

８月２２日（火）

1730～1930 

「uI輔織遇の向上とはｊ

顛業のiHEM本制･実施内容．評価H、

８月２９Ｈ（火）

1730～1９３０ 

９月０２日(土）

1330～15,0 

モデルカ魎没（公611弱i、 ９月より３ケ月間

①鯛B9E･評Imi:事前・中間・事後

②メニヱーの実施:侭Blrpグラム

③Ｎｉｍ員研修

（役割分担〉

包括=関係施儲R6連絡調整･見学者の振り分け

施役=(厨HiIﾜﾛｸﾞﾗﾑ・口腔ｹｱの実lAi･DAmA入力

保6麺『=研修会等の実施･情報提UL､分析･技術伝達.

参i河i(企Fii壷窒今蟻Hh）



○実施前は不安が多く見受けられた

・どのような効果あるかよくわからない

・毎日となるとちょっと大変

・不安も多く、できるかなの思い大

・自分自身に知識がない

Ｏ実I圃後1ｺjmi員自身の意欲にもつながっていた

・改善を’37てす．噸だと思う

・自分の認繊が変わりました

・毎日の日鋼定期的な確認)によって概能変化

がみらｵTてくることにやりがいがあった。

・以前はうがいだけでも嫌がった方が自ら行っ

ている生活活動でも意欲的になっている

○感想より

・荊脇者のご家族よりＤＷＪ歯がきれいになっ
ちゅうがよ」の声を聞き、以前からロの中気
にされていたのでは､、と思い､、今回取り組

めてよかったです

・歯みがきに対して自分の意識が変わりました。
力のいれ具合や時1NＬ以前とは違ってゆっく

りと時間をかけて瞬くことが日課になりまし

た。我ながら続けられてる事にちょっと感心
していますも他

また､生活意識の

変化でも大半が前

進しているとの回

答であった。

§鉛

そのIihにも、

屑から喉に戻って

くることがありますか,

`飲み込みにくいと感じたことがありま-ｳﾗい
`食物残遼ａ

`ロ臭,等の項日についても改善がみらｵLた゜

評価しやすいものを勘案するために、アセスメン

ト様式にはないテスト(ｽﾄﾏｽﾀｯﾄ)もおこなった。その
結果、ilM1bO9iil減した。

＊ｶﾝｼﾞﾀ菌検出簡易試験

ういマス毎日４．０２正

５おわりに

本事業は目的が多様化しており、展開が困難同己は
ないかとの推嗣lもあったが、ﾃﾞｲｻｰﾋﾟｽlﾂﾀｰはまちど

り・包括支援ｾﾝﾄひまわりの全面的な協力のもと効

果的に展BMすることができた。今後、実施予定の事
業jｦiの参考となることを期待する。

本事業の結果判定はまだ不十分でり、今後も引き
続き発熱｡数等禾I脇者の身体伏況の比較が必要と
考える。

【職員意見集約】
ﾛ膣ケアの実際

Ｇ受食体験築副

脳H1蝋龍の向上

i１１１画i観〕立て方

‐３６‐ 



6．静岡県静岡市

１一般高齢者施策【静岡市】

①事業名「おいしく食ぺよういきいきプラン」

②概要と特徴

対象:静岡市独自の基準に該当するもの=ji鱗藤遡艤
６５歳以上

Ａ、介護予防健診の基本チェックリストのうち、

鱗蝋蝋…Ｌ…
ＢＲＳＳＴ（反復唾液嚥下テスト）３回未満

|溌震識霧I醗ili1ﾖiii霞迩醗iii蕊i:醗憲箸篭

抽出方法：

・基本チェックリストより抽出（２５０名弱）

・事前に栄養士と合同で講演会を開催（一般高齢者１７０名の参加）

（講演会の中で簡単な歯科と栄養の個別評価を行い､対象となる基準に該当す

る方を事業へ呼び込む。・・・事業参加申し込み者は38名）

接触方法：

・基本チェックリストより抽出された方へ講演会や事業への勧誘のハガキを出

す

・必要であれば訪問や電話での勧誘を行う

、老人会や保健センターの事業に参加している６５歳以上の高齢者へ事前の講

演会の案内のチラシを配る

・町内回覧板にて周知

事業期間・回数：

Ｈ１８年９月より２箇所（２クール）で開催

１クール＝７回（２週間に１回、３か月実施。その後２か月後に再評価）

事業参加者：申し込み４１名継続参加者２１名

（２クール合わせて）

従事者：歯科衛生士最大９名対象者３～４名につきＤＨ１人担当

調理実習の日のみ栄養士

-３７． 



事業内容：

スクリーニング・自己紹介（１回目）

口腔機能に関する講義（１～７回目）

体調チェック等の問診（1～7回目）

口腔内観察くプラークの有無、歯石の有無、舌苔、食物残法等＞

（１，４，６，７回目）

写真撮影く舌、口元、「イ」のロ＞（１，６，７回目）

測定くリンシング、ＲＳＳＴ、唾液量、オーラルデイアドコキネシス）

（１，４，６，７回目）

健口体操く首肩体操、顔面・舌体操、唾液腺マッサージ＞

※別紙資料・・・３６５歩のマーチに合わせた首肩体操作成

（１，４，６，７回目）

口腔機能訓練のためのゲーム（２，４～７回目）

飲み込み等チェックのためのティータイム（１，２，４～７回目）

器質的口腔ケア（２回目）

目標・宿題決定・宿題実施状況の確認（１～６回目）

※３回目は栄養士と合同事業のため、栄養に関する講義と簡単な調理実習

評価：別添資料参照

問題点：

静岡市では独自の基準を設け、特定高齢者施策に準じた事業を開催したが、

機能評価の事前と事後の変化があまり見られなかったケースが少なくなかっ

た。特定高齢者のための評価基準で評価することが適当であったか。

その他：

Ｈ１９年１月にて再評価が終了したが、ロ腔機能向上のためのセルフケア

を継続していただくため、月に１回教室を開催している。「おいしく食ぺよう

いきいきプラン」に参加した方の中で、各自のセルフケアの定着と、口腔機

能向上事業普及のため、自主グループとなるための育成を開始した。

（参加者現在１２名）

予定では、６月３日に行われる静岡歯科医師会主催のイベント「歯つぴ－

ふえあ」にて参加者が作成するオリジナルの健口体操を披露する計画。

・３８‐



● 

使用した資料、材料：

．「ロ腔機能向上カレンダー」１０部セット￥７８０

販売元柿の木工房

ＦＡＸＯ３－３６７９－０１３５ 

.｢歯つらつ体操」

（株）社会保険出版社

・日本歯科衛生士会作成の舌・顔面体操「むすんでひらいて」

･ボタンプル運動用ボタン１個￥２０７

販売元新潟県歯科保健協会

連絡先：

静岡市保健福祉局保健衛生部健康づくり推進課

０５４－２２１－１５７４ 

０５４－２５１－００３５ 

ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

・３９‐



希に卜，

ﾛ腔機能向上事業事業評価(葵･駿河）
参加実人数

讃演会

６回目

周知方法

開演会ﾁﾗｼ配布ｌ３ｏ町内会
うち講演会参加者

うち教室参加者

包括より教室案内し参加

評価人数

･４０． 

開催回数 う回

申込者数 ３８人

参加実人数 ２６人

特定高齢者数 0人

準虚弱高齢者数 ２６人

中断者数 ）６人

継続者数 ２０人

参加実人数

講演会 １７０人

1回目 ２０人

2回目 １８人

3回目 ２０人

4回目 １８人

5回目 １６人

6回目 １９人

7回目 １５人

基本健診
結果より

鱗演会･教室郵送案内

うち講演会参加者

うち教室参加者

242人

24人

11人

チラシに

て案内

謂演会チラシ配布

うち講演会参加者

うち教室参加者

30町内会

122人

14人

包括よ’ |教室案内し参加 1人

評価人数 １６人

改善 維持 悪化

チェックリスト
固いものが食べににくい

むせる

ロの渇き

２ 

１ 

３ 

1３ 

1５ 

９ 

１ 

0 

４ 

理学的検査
ロ膣衛生状態(視診）

RSST 

０ 

1１ 

1６ 

５ 

０ 

0 

ＱＯＬ 

食事が楽しみ

食事おいしい

食事摂取

ロの健康状態

楽しいおしゃべり

健康状態

５ 

５ 

１ 

１ 

４ 

６ 

８ 

1０ 

1１ 

1１ 

９ 

６ 

３ 

１ 

４ 

４ 

３ 

４ 

食事・衛生等
食事恵欲

むせる

食べこぼし

淡のからみ

食事量

ロ臭

ロ腔内の汚れ

２ 

４ 

２ 

２ 

０ 

３ 

５ 

1４ 

1１ 

1４ 

1３ 

1６ 

1０ 

７ 

0 

１ 

0 

１ 

0 

３ 

４ 

ロ腔内
食物残漬

舌苔

プラーク

歯石

１ 

８ 

３ 

４ 

・１４

６ 

1３ 

1１ 

０ 

２ 

0 

１ 

機能

ＲSST 

キネシス(パ）

キネシス(夕）

キネシス(力）

唾液量

９ 

1１ 

1１ 

1０ 

８ 

０ 

２ 

０ 

０ 

０ 

７ 

３ 

５ 

６ 

８ 



ロ腔機能向上事業事業評価(葵･駿河）
参加実人数

講演会

7回目周知方法

※清水区は講演会未実施

包括より教室案内し参加

評価人数

・４１‐

開催回数 ７ 

申込者数 ３ 

参加実人数 ５ 

特定高齢者数 0 

準虚弱高齢者数 ５ 

中断者数 0 

,継続者数 ５ 

参加実人数

講演会

1回目 ５ 

2回目 ５ 

3回目 ５ 

4回目 ５ 

5回目 ５ 

6回目 ５ 

7回目 ５ 

基本健診
結果より

節涜会･教室郵送案内

うち講演会参加者

うち教室参加者

7０ 

５ 

S型参加
者チラシ
にて案内

ﾁﾗｼ配布

うち講演会参加者

うち教室参加者

２ 

0 

包括よ'：|教室案内し参加 ０ 

評価人数 ５ 

改善 維持 悪化

チェックリスト
固いものが食べににくい

むせる

ロの渇き

１ 

１ 

３ 

３ 

４ 

２ 

１ 

理学的検査
ロ膣衛生状態(視診）

ＲSST 

４ 

５ 

１ 

ＱＯＬ 

食事が楽しみ

食事おいしい

食事摂取

ロの健康状魍

楽しいおしゃべり

健康状態

１ 

１ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

３ 

４ 

３ 

１ 

１ 

食事・衛生等
食事意欲

むせる

食べこぼし

淡のからみ

食事且

ロ臭

ﾛ腔内の汚れ

１ 

３ 

１ 

１ 

２ 

３ 

５ 

３ 

２ 

４ 

４ 

２ 

２ 

１ 

１ 

ロ腔内
食物残漬

舌苔

プラーク

歯石

２ 

１ 

３ 

５ 

４ 

５ 

機
能

ＲSST 

キネシス(パ）

キネシス(夕）

キネシス(力）

唾液量

４ 

３ 

５ 

５ 

３ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 



7．新潟県胎内市

(別紙その１）

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（新潟県）

1．一般高齢者対策

特定高齢者対策２． 

‐４２． 

事業者名 うさぎの会

事業の概要と

特徴

１対象

特定高齢者施策である「すこやかしあわせ教室」に参加し、改善

したため、特定高齢者に該当しなくなった方

２特徴

･全対象者に、運動器機能向上、栄養改善、口腔機能向上のプログ

ラムを提供している。

･口腔機能向上と栄菱改善を－つのプログラムとし、一体的に実施

している。

３事業概要

閉じこもり予防や事後フォローとして､月１～２回の割合で､行

っている。内容は、特定高齢者施策「すこやかしあわせ教室」と同

様である。（参照：すこやかしあわせ教室）

連絡先等

胎内市役所市民生活課介護保険係高橋純子

ＴＥＬＯ２５４－４３－６１１１ 

ＦＡＸＯ２５４－４３－２８６８ 

事業者名 すこやかしあわせ教室

事業の概要と特

微

１対象

全特定高齢者（口腔機能向上以外の項目で決定された方も対象）

２特徴

･全特定高齢者に、運動器機能向上、栄養改善、口腔機能向上のプ

ログラムを提供している。

･口腔機能向上と栄養改善を－つのプログラムとし､一体的に実施

している。

３事業概要

(1)実施回数

､週１回×25回（運動器単独：１２回）

(2)内容

歯科健診・口腔機能チェック、目標設定、準備運動、口腔清掃

ボタンプル等のリハビリ、ロを使ったゲーム、調理実習等

連絡先等

胎内市役所市民生活課介護保険係高橋純子

ＴＥＬＯ２５４－４３－６１１１ 

ＦＡＸＯ２５４－４３－２８６８ 



３．新予防給付

４．その他啓発資料等
パンフレット、手引き、健口体操ビデオ、ＤＶＤ等の啓発資料があれば記載してください。

‐４３． 

事業者名

事業の概要と特

微

連絡先等

種類 内容、発行元、値段等

お宝小唄

(お座敷小唄

の替え歌）

ボタンプル

おロの体操DVD

エ室宝身の宝

しゃべる笑えるよく食べる

歯み力靖体操忘れずに

やればお宝手に入る

２入れ歯みがいてすっきりと

いつも さわやか吐息です

たまにはデートもいいかしら

そんな気持ちが宝物

３ベロもみがいてなお若く

しゃべりも食審も楽しいわ

そして笑顔で過ごしてく

それが人生の宝物

(詞；高橋純子）

(グロピュール音楽出版承諾済）

販売単位：１０個１袋８００円（消費税・送料別）

(財）新潟県歯科保健協会ＴＥＬＯ２５－２８３－０５２５

１ ０００円（消費税・送料別）

(財）新潟県歯科保健協会ＴＥＬＯ２５－２８３－０５２５



８．新潟県上越市

３６新予防給付

４．その他啓発資料等

パンフレット、邦lき、鍵ﾛ(2陸iQﾋﾞﾃﾞﾇｋＤＶＤ等の啓発資料iOXdbれｲｺ記載して<ださしも

・４４．

事業者洛 柿崎第１デイサーピスセンター

事業の概要と特

徽

概要：ご本人が行うセルフケアと、デイサーピスの介識Ｎｉ員が実施するケ

アとサービス担当者が実施する専門的ケアを組み合わせて行う｡ 

セルフケア：健口カレンダーを使用し、自宅でのトレーニングやﾛ膣清掃

を組み合わせ；１ヶ月単位で実施Mﾒii兄を記録していただく。

介謹､i員：『ﾛ腔レクレーション』『ごつくん体biu等の集団リハビリの

実施と観察。口腔i；i掃の見守り筆

担当者:鞠iiとその後１ヶ月ごとに、ｐＨ皇磯iEの評価と繩ﾘのﾛ膣機ｉＥ
トレーニングを実施。口腔衛生指導やﾛ腔惰錦介助の実力腱

特徴：ボタンプルＣｌ;i潟県歯科保健協会より販売）を活用して、□鐘筋力

の測定･個目リトレーニング･集団での口腔レクレーションを実駆

:発音の:１１鰊に『平家物語の祇園精舎』や『いろＩ刻等､声に出して

読;ｳＬj心地よく感じるものを選んで使用。

:歯科衛生士がロ腔内の観察や歯科相談を必要に応じて行う。

連絡先等

〒949-3216 新潟県上越市柿崎区村Ni奇5548番地

徒会福祉法人松波福祉会村鰄第１デイサーピスセンター

亜IO25-536-6311FaxO25-536P4j405 担当歯科衛生士薄波

種類 内寝発行元､値段等

お口の体操の

CＤ 

『ごつくん体

操』

セルフケアで

使用する

『健口

カレンダー』

￣￣℃守一Ｐ￣旱。戸■￣￣戸赤一一■￣■￣￣⑪￣￣■￣￣￣■完再■「▼q巴一■】可5万勺■

の訂|鰊を集団で行う。発音のカードを併せて使用し､ｉｉｉ髄の利用者

にも藺日感している。

介護スタッフで作成。

おロのトレーニング２種類、上肢のトレーニング１種類、口腔ケア

の重点目標1種類を対象者の状jmiMこ合わせて、内容を選択する。１
ヶ月ごとの記録可能なカレンタルーを手作りでh員成



9．新潟県新潟市

（別紙その１）

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（新潟県・新潟市）

1．一般高齢者対策

2．特定高齢者対策 都道府県名（新潟県・新潟市）

・４５゜

事業者名

事業の概要と

特徴

特定高齢者の候補となったが，特定高齢者として決定されなかった

一般高齢者を対象に個人宛に事業案内を郵送し，申し込み制で事業

を実施。特定高齢者と同会場にて同じメニューの事業を参力U者に提

供。

事業の概要，特徴は特定高齢者対策の項を参照。

連絡先等

新潟市保健所健康衛生課すこやか育成係藤山（歯科医師）

電話：０２５－２２８－１０００（代表）

e-mail:yO1fUjiyama＠ciW・niigata､Igjp

事業者名

事業の概要と

特徴

３ヶ月６回を１クールとし，特定高齢者が居ない会場での実施の場

合は，３ヶ月４回を１クールとして事業を実施した。

事業の概要は以下の通り

1回目：①口腔機能の検査②ロ腔機能に関する講座

③おロの体操

2回目：①唾液腺マッサージ②ブラッシング等の指導（個別）

③嚥下確露（お茶にトロミをつけ試飲）

3回目：①唾液腺マッサージ②レクリエーション

４回目：①ブラッシング等の指導（個別）②栄養士による栄養に

関する講座（トロミ剤によりトロミをつけた料理の試食

もあり）

5回目：①ブラッシング等の指導（個別）②レクリエーション

6回目：①口腔機能検査②目標達成について問診③おロの体操

○口腔機能検査項目は以下の通り

①オーラルディアドコキシメス②ＲＳＳＴ③頬の膨らまし

④舌突出長さ⑤左右口角の長さ⑥咀噛力判定ガム⑦口臭

③ポタンプル（口輪筋の強さ）⑨握力

連絡先等

新潟市保健所健康衛生課すこやか育成係藤山（歯科医師）電話

：０２５－２２８－１０００（代表）e-maiI:yOl・fUjiyama＠

City､niiRata｣gjp 



４．その他啓発資料等

パンフレット、手引き、鍵ロ体操ビデオ､ＤⅥ〕等の啓発資料があれば記載してください。

･４６． 

種類 内容、発行元、値段等

おロの体操 内容：①お口の体操②おロの体操ゆっくり編③介護者の方々へ

定価１０００円（消費税，送料別）

問合せ，申込み先：新潟県歯科保健協会

〒９５０－０９８２

新潟市中央区堀之内南３－８－１３

(財）新潟県歯科保健協会

瞳０２５－２８３－０５２５

ＦＡＸＯ２５－２８３－４７４６ 

email:ndhs＠plumocn・nejp

http:"www8.ocnnejpﾄmdhS／ 



10．新潟県歯科保健協会

４．その他啓発資料等

新潟県歯科保健協会

(送料別）

発行元

〒９５０－０９８２

新潟市中央区堀之内南３－８－１３

（財）新潟県歯科保健協会ＴＥＬＯ２５－２８３－０５２５

ＦＡＸＯ２５－２８３－４７４６ 

e-mail:ndhs@plumocnnejp 

HPhttpWwwwB､ocn.､e・jpﾉｰndhsノ

・４７．

内容、値段等

パンフレット

｢おロのお手

入れの手引き」

おロの体操

カレンダー

おロの体操

ＤＶＤ 

要介識者の健康維持と生活の質を高めるため、ロの中の観察ポイ

ントやお手入れ方法、ロの運動についてわかりやすく解説してい

ます゜

1部１８９円

家庭でも口腔機能の向上の運動が継続できるよう工夫が施された

カレンダー。イラストを見ながらおロの体操を実施でき、また運

動した日付や予定が書き込めるようになっています。

1セット９０枚入り（３シリーズ各３０枚ずつ）２ １００円

深呼吸、首、肩、頬、顔の運動、唾液腺のマッサージ、舌の運動

、 発音の練習からなっており、映像を見ながらリズムに合わせて

体操ができるようになっています。

1枚１ ０５０円

ポタンプル運動

用ポ

タン

口腔機能向上のためのリハビリテーションとしてロ輪筋を強化す

る「ボタンプル運動」に適した形態のボタン。縁も薄く湾曲して

いるため、違和感なくボタンプル運動ができます。

１袋１０ケ入り８４０円



11．富山県射水市

口腔機能向上事業の優良事例

この寸劇は非常に好評で周辺からの依頼もたくさんあるとセンターの所長さん、歯科衛生

士さんから聞いております。

片岡照二郎

富山県厚生部健康課母子・歯科保健係

TELO76-444-3226 

FAXO76-444-3496 

shoiiro・kataoka＠preftovama・lgjI9Ｅ－ｍａｉＩ 

・４８‐

事業者名 射水市口腔機能向上コース

事業の概要と特

徴

高齢者の方々に元気で長生きするためにはどうすればいいのかを

笑いの中から気付いてもらうために、口腔ケア教室に「寸劇」を組み

込んでいる。センター職員が小杉爆笑劇団を結成し、シナリオ作成か

ら出演までを担当している。寸劇は口腔ケアだけでなく、認知症編、

転倒予防縞など介護予防に関する内容のものもある。

【あらすじ】

①おじいちゃんは食欲がなく食事を取らない。（原因はロ腔内）

②足元がふらつき、転びそうになるが歯医者には行かない。

③孫はおじいちゃんが臭いので遠ざかる。（口臭）

④おじいちゃん歯医者に行く決心をする。

⑤待合室で歯科衛生士による口腔ケアに関する講義。

⑥口腔ケアの大切さを身にしみて、診察室へ入る。

⑦治療も済んでご飯も食べられるようになる。

連絡先等

射水市小杉・下地区地域包括支援センター

射水市大江３３３番地１特別養護老人ホーム「大江苑」内

電話：０７６６－５５－８２１７

FAX：０７６６－５５－５８８５ 

２．特定高齢者対策都道府県名（富山県）



12．北海道室蘭市

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（北海道・室蘭市）

４．その他啓発資料等
パンフレット、手引き、健口体操ビデオ、ＤＶＤ等の啓発資料があれば記戦してください。

・４９．

率業者名 室蘭市

事業の概

要と特徴

I会場：健康教室えみなメイト

(名前の由来：「えみな」はアイヌ寵で「君が笑う」という意味と、日本縞の「笑

(えみ)」「皆（みんな)」という２つの意味。「メイト」は「仲間」で、いつまでもい

きいきと藤らしていけるよう、みんなで笑顔で集いましょう」という想いを込めてま

す｡）

保健センターや文化センター・会館等の市内１２会場で実施

1会場１０～３０名参加

２実施者：市保健師及び（社）北海道歯科衛生士会室蘭支部

３開始時期：平成１８年６月より月１回２時間程度実施（他プログラムと順番で）

４実施回数：平成１８年度２回（歯科衛生士が関わった内容は）廷ぺ２４回

５特徴：

(１）ロ&囮機能向上をはじめ、運動、栄護改善、うつ・閉じこもり予防等すぺてのプ

ログラムを１セットで教室を榊成。

(２）実際に「かりんとう、アーモンド」を験食し摂食嚥下のためのに必要な機能の

砿認をしたり、食前体操をして唾液が分泌することを体感してもらう。

(３）「噛みごたえはやみ表」に「やきとり」「カレーラーメン」等の室蘭名物を加

えた資料を作成し、普段、自分が食べている（食ぺられる）硬さのものを砿鶴し

てもらった。

(４）道立保健所歯科職と介護関係担当市町職員及び歯科衛生士会が企画から参画し

た。テーマ及び辮話内容は１２会場において保健師や衛生士の雛が従事しても同

じ内容が受灘できるよう統一した。

連絡先等 〒O51-8555北海道室蘭市幸町９－１１

北海道n日榎俣健福祉率務所保I鼬福祉部健康推遡課

医療謬蛎和田聖一Bmail:seiichi・wada@prcfhokkaidojgjp

専門員野崎正恵Bmai:nozald､masae@p"fhokkaido､Igjp
(TEL;0143(24)9844FAX:0143(23)1446） 

１．一般高齢者対策

種類 内容、発行元、値段等

食前体操ビデ
オ

ラジオ体操の音楽に合わせて、首・顎・暦・舌の体操及び口腔周囲筋のマッサー

ジを行うという内容。

ビデオ総時間は、３０分程度。音楽に合わせては１回５分程度

発行元いわき食介護研究会（市川歯科医院内）５，０００円

〒９７０－８０４５福島県いわき市郷ケ丘２－４－８

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ２４６（２９）２９４２ 

申し込み方法：電話又はＦＡＸのみ



室蘭保纏所の支援内容
１特定高齢者施策に対してのプログラム作成支援
２特定高齢者施策に対してのアセスメント及び肝
価方法の作成支援
３関係する市町腿貝及び従事する歯科衛生士会
会員等に対しての研修や協膿する場の股定

一緒に考えたこと趣
(1)ロ騨樫随とは？機能向上の必要事項は何か？
(2)プログラムの展開方法について
ァ各回の翫話のテーマ･内容

イ体験して考えてもらう｡実感してもらう
ウ楽し<参加･自宅で実践してもらうために

エ特定高齢者のアセスメント等をどう行うか

平成１８年度胆振保健福祉事務所保健

福祉部管内市町へのロ膣機能向上プ
ログラムの取り組み支援について

１平成18年度実施市町肝室蘭市

２実施施策
(1)特定海蝕者施策…一般高齢者施策へ転換
(開始に向け準備はしたが､希望者が上がっ
て来なかったため中止）

(2)一般高齢者施策…各会場２回実施

〔以下一般寓齢者対策について〕
１蘭括のテーマ
１回目よく噛むことの効用：「ひみこのはが

い－よ」

２回目よく噛むことの効用：「脳の活性化(鹿
知症予防の視点を鼠祝して)」
使用媒体

（１）ポスターサイズに拡大コピーした図
アロ膣の図

イ唾液線闘ロ部の図

ウひみこのはがい－よの図

（２）その他各回テーマにあった配布用の資料
例食前体蝿の助きの図

プログラムの流れ(1時間程度）
－楽しく参加･自宅でも継績してもらうために

＊参加者は前段に30分程度､保健師の指導の
もと運助を実施

１威賭(各回テーマによる）
口腔機能について､体感してもらう

２食前体操
３歌

４質疑応答

３敗の実施
１回目ふるさと

２回目北国の春

選曲ポイントテンポがゆっくり
皆が知っている

唄ってもらう時のポイント

できるだけ大きな声で長く息を吐く
唄うキーの商さは､参加者に任せる

２体感項目

１回目アーモンド：噛む回数､噛む場所､飲
み込むまでの状況等

唾液の分泌：コーヒーﾌｨﾙﾀｰを使っ
て砿8２

２回目かりんとう：噛む回数､噛む場所､舌
の助き､食感の磁鹿等

（自分が普段食べている硬さについても破
厘）

共通食前体操：唾液の分泌をFRIｇ
ビデオが使えない会場があるので､歯科

衛生士が脱明しながら実施

＊平成19年度においても.関係市町､(社)北海
道歯科衛生士会室蘭支部簿とテーマ及び内容の
協膿を行う予定

‐５０． 



平成１８年度えみな〆イト口腔機能向上プログラムメインテーマ参加者が楽しく参加・自宅で実践

１１回目

⑨
骨

時間 実施内容 実施者及び使用媒体等

１３:３０～１４:00 問診・血圧測定 市保健師実施

１４:００～１４:3０ 運動（はびらん体操） 市保健師実施

１４;３０～１５:3０ テーマ「よく噛むことの効用」

重点「ひみこのはがい－よ｣

１講話内容：口腔の機能について

(体感：噛む回数、噛む場所、飲み

込むまでの状況）

｢ひみこの歯がい－よ」の説明

唾液分泌について

(体感：唾液の分泌量）

２食前体操：唾液の分泌を体験

３歌：ふるさと

できるだけ大きな声で長く声盈出し

てもらう

歯科衛生士

ポスターサイズに拡大コピーした図

①口腔の図②唾液腺開口部の図

③ひみこのはがい－ぜ④ふるさとの歌詞

体感するために：アーモンド３粒

唾液分泌麓：コーヒーフィルター

(水のみ前後）

ポスターサイズに拡大＝ピーした食前体操の図

ポスターサイズに拡大＝ピーした歌詞

その他参ｶﾛ者手持ち資料

】ヨ:３０～ 質疑応答 必要に応じて実施



平成１８年度えみなメイト口腔機能向上プログラムメインテーマ参加者が楽しく参加・自宅で実践

１２回目

③
唖

時間 実施内容 実施者及び使用媒体等

１３:３０～１４:00 問診・血圧測定 市保健師実施

１４:00～１４:3０ 運動（ゴムを使って） 市保健師実施

１４:３０～１５:3０ 
￣ 

フー￣~守 ｢よく噛むことの効用」

重点「脳の活性化（認知症予防の視点を重視して)」

１講話内容：摂食嚥下、口腔の機能について

(体感：食感、味覚、噛む回数、噸

む場所、飲み込むまでの状況）

自分の普段噛んでいる（噛める）硬さ

について（各自確認）

２食前体操：唾液の分泌を体験

３歌：北国の春

できるだけ大きな声で長く声を出し

てもらう

歯科衛生士

ポスターサイズに拡大コピーした図

①ロ腔の図②唾液腺開口部の図

③ひみこのはがい_ぜ④北国の春の歌詞

体感するために
● 

● かりんとう１本

かみごたえ早見表

ポスターサイズに拡大コピーした食前体操の図

ポスターサイズに拡大＝ピーした歌詞

その他参加者手持ち資料

１５:３０～ 質疑応答 必要に応じて実施



13．東京都江戸川区

（別紙その１）

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（東京都江戸川区）

1．一般高齢者対策

－５３゜

事業者名 健康長寿塾

事業の概要と

特徴

江戸川区では平成１７年度より、介護予防･認知症予防の普及を目的

に、一般高齢者向けに１日制の講座を実施している。広報の他、熟年

者対象のカルチャークラブや地域の町会･老人会に周知し､参加者を

集めた。
｢､」

内容は、認知症・低栄養・転倒の予防と口腔機能の向上を講義形式で

実施し、口腔の部分を歯科衛生士が担当した。実技では、認知症予防

に``フリフリグッパー体操''、口腔機能向上では「鍵ロ体操舌体操

･唾液腺マッサージ」、「江戸川区はっきり言葉」等を行った。

平成１８年度実績１０会場２８２名参加

健口体操は、老人会で継続がみられ、少しずつ地域に浸透している。

連絡先等 江戸川区健康部健康サービス課

中央健康サポートセンター歯科衛生士０３－５６６１－２４６９

事業名 ﾛ腔ケアサポーター研修

事業の概要と

特徴

江戸)11区では、介護予防における口腔機能の向上（口腔ケア・口腔体

操等）の普及啓発として、介護職（ケアマネ・介護福祉士・ヘルパー

等）を対象に実習を交えた研修を開催している。実施主体は、江戸川

区歯科医師会で、２日制のべ－シックーースとベーシックコース受講

者に対しアドバンスコースを実施している。

連絡先等 江戸jll区健康部健康サービス課

中央健康サポートセンター歯科衛生士０３－５６６１－２４６９



２．特定高齢者対策

３．新予防給付

４．その他啓発資料等

パンフレット、手引き、健口体操ビデオ、DVD等の啓発資料があれば記載してください。

・５４．

事業者名 シルバー健康教室

事業の概要と特

徴

江戸川区では､平成１８年度より介護保険制度の改正に伴い､地域

支援事業（特定高齢者施策）を実施した。地域包括支援センターで決

定された特定高齢者に対し､住み慣れた地域でいつまでもいきいきと

自立して生活してもらうために必要な、口腔、栄養、身体機能、認知

症などの講座・実技を５日間（週１回､最終日は１ヶ月後）にわたり

実施した。平成18年度実績８会場８６名参加。

口腔機能向上については､講演を歯科医師会に講師を委託し開催し

た。歯科衛生士は､健康部の歯科衛生士及び区の研修を受講した委託

歯科衛生士が従事し、問診・視診、口腔水分量測定（ムーカス） 、

RSSTテスト、咀噛判定ガム等のアセスメント及び健口体操（舌体操.

唾液腺マッサージ）“江戸川区はっきり言葉”の講習を担当した。

特定高齢者選定からサーピスプランへの結びつきが思いのほか少

なくこの事業の利用者が少なかった｡これを踏まえ平成１９年度から

は、内容を変更し、特定高齢者と一般高齢者に対象を広げして事業を

展開していく予定である。

連絡先等 江戸川区健康部健康サービス課

中央健康サポートセンター歯科衛生士０３－５６６１－２４６９

種類 内容、発行元、値段等

Ａ４判チラシ

(簡易版）

パンフレット

ポスター

江戸川区映像

広報

①健口体操の実施方法（下記URLよりダウンロード可）

httD:／/www・citv,edoEawa､tokvo．ｉp/seckenkou/１８sika/s-iulkl1nen

/jukunen・htm#page%20top

②介護予防パンフレット（下記URLよりダウンロード可）

http://www､city・edoRawa､tokyo・jp/sec-kenkou/l8-jukunen/yobou-

｣聖L:B:祠２９:_－－－－－－－－－－．－．-－－．－－－－－－………………………_…
｢健口体操」のPＲ

歯科医院にポスターを掲示（歯科医師会会員）

①えどがわ区民ニュース（平成１８年２月号）

『おロから始める健康づくり』

http://www・news､city・edoRawa､tokyo・ｊｐ/H17/1802/l8-2index・ｈｔｍｌ

②「健口体操」デモンストレーション

『おロから始める健康づくり』

地域包括支援センターの実施する介護保険非該当者向け事業で

の活用。



14．東京都杉並区

口腔機能向上事業の優良事例

２．特定高齢者対策

都道府県名（東京都杉並区）

2．特定高齢者対策

‐５５゜

事業者名 転倒予防ミニ教室

事業の概要と特

徴

目的:運動機能低下などのリスクがある多数の高齢者に対し、転倒予

防に関する身体的、環境的な情報提供を行うことにより、転倒

予防に対する啓発と運動習慣の獲得を目指します。

対象者″・杉並区に住所を有する６５歳以上の方

・区民健康診査・生活機能評価で、運動器向上の必要が認められ、

転倒の不安があり転倒予防の運動や転倒に関する知識を含む介

護予防全般の学習を必要とされる方

内容・体力iml定

･基本動作運動

・介謹予防について講義(口腔、栄養を含む）

実施回数週１回全4回

定員２０名から５０名（計990名）３９教室"

実施場所・スポーツセンター・体育館・地域区民センター・敬老

会館・銭湯など

スタッフ・健康運動指導士・看護師・介護予防サポーター研修受講

者

連絡先等 杉並区保健福祉部介護予防課０３－３３１２－２１１１（大代表）

事業者名 転倒予防教室

事業の概要と特

徴

目的:運動機能低下などのリスクが高い高齢者に対し､運動プログラ

ムと転倒予防に関する情報提供を行うことにより、身体能力の

向上を図り、介護状態に陥る高齢者の軽減を目的とします。

対象者．杉並区に住所を有する６５歳以上の方

･区民健康診査・生活機能評価で、運動器向上の必要が認め

られ、骨・関節疾患などにより転倒の危険性があり転倒予防

の運動指導や転倒に関する知識を含む介護予防全般の学習

を必要とされる方

内容・転倒予防の運動

･介識予防、転倒、環境、ロ腔、栄養に関する講義

実施回数週１回全12回

定員１０名（２８グループ計２８０名）

実施場所・敬老会館など

スタッフ・理学療法士または作業療法士・看護師・高齢者支援ワ

－カー・歯科衛生士・栄養士・介護予防サポーター研修受



2．特定高齢者対策

2．特定高齢者対策

‐５６‐ 

講者

連絡先等 杉並区保健福祉部介護予防課０３－３３１２－２１１１(大代表）

事業者名 若返るぞ！筋力アップ応援教室

事業の概要と特

徴

目的:運動器のリスクが高い高齢者に対し､高頻度集中型の運動プロ

グラムと転倒予防に関する怖報提供を行うことにより、身体能

力の向上を図り、介護状態に陥る高齢者の軽減を目的とします

◎ 

対象者・杉並区に住所を有する65歳以上の方

・区民健康診査・生活機能評価で、運動器向上の必要が認め

られ、筋力向上トレーニング指導や、介識予防全般の学習を

必要とされる方

内容・機器を使ったトレーニング・バランスiilIl線・介護予防、口腔

、 栄養について講義

実施回数ｌ教室週２回全28回（9教室）

定員１５名（９グループ計１３５名）

実施場所・杉並保健所健康運動室・委託先

スタッフ・健康運動指導士・着談師・介謹や高齢者の運動指導等の

研修を受けている方・健康運動実践指導者、介護福祉

士・介謹予防サポーター研修受講者・歯科衛生士・栄養士

連絡先等 杉並区保健福祉部介護予防課Ｏ３－３３１２－２１１１(大代表）

事業者名 リフレッシュ１リハビリ教室

事業の概要と特

徴

目的閉じこもりなどのリスクが認められた高齢者に対し､小クルー

ププログラムや運動を行うことにより閉じこもり･認知症の進

行の予防を目的とします。

対象者・杉並区に住所を有する６５歳以上の方・区民健康診査．生

活機能評価で、閉じこもり予防等の必要が認められ、介護予

防全般の学習を必要とされる高齢者

内容・パソコン、調理などさまざまな作業活動・筋力強化の運動

･介護予防、口腔、栄養に関する講義

実施回数週１回6カ月

定員１５名（14グループ計２１０名）

実施場所・荻窪リハビリ教室・高円寺リハビリ教室・高井戸リハピ

ﾘ教室

スタッフ・作業療法士または理学療法士・着謹師・高齢者支援ワ

_カー・歯科衛生士・栄養士・介護予防サポーター研修

受講者

連絡先等 杉並区保健福祉部介護予防課０３－３３１２－２１１１(大代表）



15．東京都立川市

口腔機能向上事業の優良事例

１新予防給付

都道府県名（東京都）

.・５７゜

事業名 NPO法人やわらぎ(東京都立１１１市)における介護予防事業

事業の概要と特

徴

NPO法人ケアセンターやわらぎは､介護保険制度発足時のモデル的な

施設として著名な法人｡平成18年度老人保健健康増進等事業(未来志

向研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)により､当ＮＰＯ法人関連１０施設におけるデイサー

ビス事業おいて､口腔機能向上プログラムを実施して､その効果を評価

した｡具体的なプログラムは､７人の歯科衛生士を中心に行なった｡こ

の評価のために調査委員会を設置｡東京都老人医療センター平野浩彦

先生を座長とし､日本歯科大学菊谷武助教授をはじめ､学識経験者、

地区医師会代表､歯科医師会代表､都保健所歯科医師等のメンバー

で､検討を行なった｡その結果､ロ腔機能の向上はもとより､全身的な

QOLの向上も認められた｡今後､この結果を地域に還元していく予定。

連絡先

NPO法人ケアセンターやわらぎやわらぎホーム･西立jIＩ

〒190-0013東京都立川市富士見町2-31-23

胸042-526-2207



16．東京都千代田区

(別紙その１）

口腔機能向上事業の優良事例
都道府県名（東京都千代田区）

１．一般高齢者対策

2.特定高齢者対策

‐５８． 

事業者名 ｢歯つぴ－かむかむ塾」

事業の慨

要と特徴

千代田区では､平成17年度から､加齢による口腔機能の低下を防ぎ､いつまでも

｢美味しく楽しく安全に食べること｣を目的に､介護予防事業の一環として､全国に

先駆けて､「口腔機能向上教室｣を実施した。

この事業は平成17年度は3ヶ月間に8回を1コースとし､2コースを保健所で実施し

た◎ 

対象者は､６５歳以上でロ膣機能に不安のある方とし､区報､チラシで周知した。

内容は､歯科医師や歯科衛生士による､食べることの意義や口腔機能について

の講義をはじめ、口腔清掃指導､口腔機能向上体操として､舌･口唇･頬の訓練、

咀噛の訓練､発声練習などを毎回行い､歌やゲームを交えながら､楽しく行うように

した。

ﾛ腔機能の評価方法は問診(むせ､口腔澗掃状態､噛める食品､味覚､唾液な

ど)､反復唾液嚥下テスト(RSST:30秒間に反復して空嚥下が何回できるか､また３

回に要した時間)、咬合力測定(デンタルプレスケール:シートを噛んだ際に要した

力)、咀噸力測定(咀噸力判定ガム:咀噸力に従い色が徐々に変わるガムを使用。

黄緑色のガムが咀噸によって色調が変化す．2分間噛む｡)オーラル･デイアドコキ

ネシス(口腔機関の巧繊性､運動速度の評価方法｢パ｣｢ﾀ｣｢力｣の発音を繰り返し

発音する｡10秒間に発した回数を測定する｡）口腔感覚テスト(舌の先で5種類を２

回行う｡）などを行った。

また､平成18年度からは2回を1コースとし､年間6コースを事業所に委託し実施し

ている。

連絡先等 千代田区千代田保健所健康推進課

事業者名 元気がでる｢歯つらつステップアップ教室」

事業の概要と特

徴

千代田区では､平成18年度から教室を実施する予定であったが､特定高齢

者がいなかったため､急遼対象者を一般高齢者とし実施した。

この事業は3ヶ月間に8回を1＝_スとし､2コースを保健所で実施した｡内容

は､歯科医師や歯科衛生士による､食べることの意義や口腔機能についての

講義をはじめ、口腔濟掃指導、口腔機能向上体操として､舌･ロ唇･頬のiilll練

､咀噸のiilll練､発声練習などを毎回行い､歌やゲームを交えながら､楽しく行

うようにした｡評価方法はRSST､咬合力測定､咀噛力測定､オーラル･ディア

ドコキネシス、口腔感覚テストなどを行った。

平成19年年度は3ヶ月間に6回を1コースとし､年間２回実施予定である。

連絡先等 千代田区千代田保健所健康推進課



資料５：ロ腔機能向上一虚弱高齢者に対するロ膣機能向上サービスの
実施とその効果に関する研究

虚弱高齢者に対する口腔機能向上サービスの実施とその効果に関する研究

高野尚子、薄波清美、高橋純子、葭原明弘

（新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔健康科学講座予防歯科学分野）

石上和男、清田義和、杉本智子

（新潟県福祉保健部）

平成18年４月に介護保険制度の改正があり､特定高齢者に対する介護予防の取り組みが、

開始された。そのひとつに口腔機能向上サービスがある。新潟県上越市では市で選定した

特定高齢者に対して、平成18年４月よりロ控機能向上サービスの提供を行った｡､本研究の

目的は、特定高齢者を対象とした集団的ロ腔機能訓練の効果の検討である。

対象者は、上越市において特定高齢者と認定された者のうち通所型介護予防事業所12開

設（3会場）を利用する120名を介入群とし、新潟県胎内市のリハビリ教室の利用者32名

をコントロール群とした。介入群には歯科衛生士が集団的口腔機能訓練あるいは口腔衛生

指導を月に１回行い、さらに各施設の介護担当者がビデオを用いた口腔体操（新潟大学加

齢歯科作成）を週に１回行った。集団的口腔機能訂11線は、肩、首、頬、口唇、舌のトレー

ニングと口腔衛生指導などを１時間かけて行った｡口腔機能の評価は４名の歯科衛生士が、

舌苔の壁、反復唾液嚥下テスト（RSS⑪、ボタンプルの測定、オーラルデイアドコキネシス

（ODDo「た」「か」を、訓練実施前と訂I|線実施後８，６ヶ月目に測定した。＝ントローノレ

群にはレクリエーション、体力測定などを月に２～３回行った。口腔機能の評価はボタンプ

ルの測定、ＯＤＤＯ「た」「か」を行った。

分析の結果、図１に示すように、介入群において３ヶ月、６ヶ月後の舌苔スコアＯ(舌苔

なし）の増加が認められた。また、ボタンプルの測定値においては介入群において増加が認

められ､ベースライン時と６カ月後において有意差(p<0.05）が認められた(表1)。ＯＤＤＯ

においても同様に「た」「か」の有意な向上が認められた（表2)。しかし、ＲSSTには改善

が認められなかった。一方、コントロール群においては、ボタンプル測定値およびＯＤＤＣ

いずれも変化が認められなかった。

以上より、介入群において舌苔の減少、口腔周囲の筋力の向上、舌の動きの向上が認め

られ、歯科専門職が行う集団的ロ膣機能訓練および口腔衛生指導は口腔機能の向上に効果

があることが示唆された。

‐５９． 



表1.ポタンプル測定値

Ｍｅａｎ ＳＤ 

p=0.002 r1 

L｣ 

単位:N(ニュートン）

S、Ｍｅａｎ Ｍｅａｎ ＳＤ 

10 

0.7 

4.3 

4.8 

ベースライン

３ヵ月後

1.0 

0.7 

4.6 

5.2 ｡*＊ .*＊ 
FT 

L_ 

**0.000 
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評価方法

検査項目

[１]舌苔の観察

[２]反復唾液嚥下テスト(ＲＳＳＴ）

[３］口輪筋の筋力測定（ボタンプル測定）

[４]オーラノレディアドーキネシス

[５］口腔診査(歯数、義歯）

検査の順番

[１]→[２]→｛[３１４］［５]｝ 

★記録用紙には対象者の名前を記録しない。名前とＩＤ番号の対応表を別に用意

して、対象者のID番号の確認を行う。

＊******************************************************************＊*＊ 

[１]舌苔の観察：

舌をおもいっきり前に出してもらい、有郭乳頭より前方の舌苔の付着状態を観

察し、＝－ド（数値）を記録する。

＜使用器具＞

ライト(懐中電灯）

く舌苔付着コード＞

αなし

１：１／3程度の薄い舌苔

２：2／3程度の薄い舌苔orl／3程度の厚い舌苔

３：２／3程度以上の薄い舌苔｡r2／3程度の厚い舌苔

４：２／3程度以上の厚い舌苔

[２]反復唾液嚥下テスト(ＲＳＳＴ）

被検者の喉頭挙上を触診で観察しながら、カラ嚥下を３回するように指示し、３

‐６１． 



回終了するまでに要した時間を記録する。

＜使用器具＞

キッチンタイマー、（＝ツプ、飲料水；唾液の出ない対象者のみ）

ウェットケア

＜測定手順＞

１．対象者にはいすに座って楽な姿勢で正面を向いてもらう。

２．口腔内にウェットケア(レモン味)を旦旦噴霧してから測定開始。
３．測定者の人差し指を対象者の舌骨相当部（のど仏と下顎骨の間にあるでっ

ばり）に当てて、中指を喉頭隆起(のど仏)にあてる。

４．「今から３回続けて、唾をどくんと飲んでください」とカラ嚥下をするよ

うに指示をして、時間を測る。

５．舌骨相当部が人差し指を超えて上方に動くのを確認して、１回の嚥下とみ

なす。（舌骨相当部が人差し指を超えない中途半端な嚥下は数えない）

６．３回終了するまでに要した時間を記録する。

[３]口輪筋の筋力測定（ボタンプル測定）

ポタンプル（①３ｃｍのボタン＋糸）を口唇とかみ合わせた歯の唇側面で挟み、

ゆっくり糸を引っ張ってロから外れたらテンションゲージのメモリ（置き針の

メモリ）を記録する（置き針式のテンションゲージなので最大値が記録されて

いる)。義歯を使っている者は義歯を入れて測定する。ない者はそのまま測定す

る。

＜使用器具＞

直径３ｃｍのボタン､糸（強度があり薬液消毒可能なもの)、テンションゲージ(置

き針式）

＜ポタンプルの作り方＞

ボタンに糸を通して長さが30センチになるように輪にする。

＜測定方法＞

１α椅子に座った状態で、ボタンプルを口唇とかみ合わせた歯の唇側面で挟ん

でもらう。

２．糸にテンションゲージのフックを引っ掛ける。

‐６２゜



３．徐々に引っ張って、ロから外れた時のテンションゲージのメモリを記録す

る。

４．ｍ]鑓l休んでから、同様にして２回目を測定し、記録する。

（テンションゲージのメモリの読み方と記録の仕方）

大きなメモリと小さなメモリを読む。大きなメモリは３の倍数の整数。小さな

メモリは0～3までを読み､目盛りの間は目分量で四捨五入して0.５刻みに読む。

読んだ値を記録する。

[４］オーラノレディアドコキネシス

「た｣、「か」の発音を蚕きるだけ速く繰り返し発音させる。それぞれの音につ
いて10秒間に発音した回数を測定する。すぺて録音して、後で言った回数を記

録する。

目的は舌の運動機能を評価することである。

＜使用器具＞

キッチンタイマー、録音機（Ⅷ、カセットテープ、ＩＣレコーダーなど）

L垂堕1

１．ボードを見せながら、『｢た」を「たたたたたた・・・.（３秒ほどデモを示

す)」と続けて、できるだけ速く言ってください｡』と説明する。

２．「たたたたたた・・・」の練習(ウォームアップも兼ねる）

この時に、できるだけ速く、均等に言うように誘導する。もし、舌がもつれる

などきちんと発音できていなければ、少し遅く言うように誘導する。

３．ボードを見せながら、『合図の後に「たたたたた・・・・」を１０秒間続け

て言ってください｡途中苦しくなったら息継ぎをしてもいいです｡』と説明する。

４．合図をして録音開始。

｢か」についても１～４の手順で同様に測定する。

[５]歯数・義歯の確認

-６３． 



＜使用器具＞

ライト(懐中電灯)、歯科用ミラー

く方法＞

１．義歯をはめたまま、現在歯数を数える。

＊残根、根面キャップ、コーヌス冠は歯数に含まない。

＊歯冠が崩壊していても、義歯に覆われてなく、また、

能な歯(C3程度)は歯数に含む。

＊ブリッジのポンティックは歯数から除くが、歯との【

歯として数える。

処置によって修復可

歯との区別がつかない場合は

2．義歯の状態のチェック。

＊上下顎別にＦＤまたはＰＤかをみる。

＊使用状況(常に使用、食事の時のみ使用、食事の時ははずす)を問診する。

● 

-６４． 



資料６：ロ腔機能向上一オーラルデイアドコキネシス測定機器(腱ロ〈
ん)の貸し出しについて

オーラルディアドコキネシス測定機器（健ロくん）の貸し出しについて

行歯会員の皆様へ

このたび、自動的にオーラルデイアドーキネシス測定ができる機器をつくりました。ま

だ販売するまでには至っていませんが、かなり精度の高いものが出来上がったと思ってい

ます。

これまでは、「ぱ」「た」「か」を発音していただき、その回数を数えて１秒間に換算して

…という原始的な方法でやっていたものを、今回はマイクで発音した音を拾いそれを５秒

間又は１０秒間を自動的に計測し、１秒間当たりの回数に割り返して出せるという優れも

のです。

それで実際の現場で使ってみて欲しいと思い、下記の要領で貸し出しをすることにしま

したので、是非使ってみて感想をお知らせください。そして良好であれば製品として販売

もできるようにするとのことです。

取り扱い要領

１．取り扱いは新潟県歯科保健協会が一括して行います。

２．貸出料は無料。但し送料は負担頂きます。

３．貸し出し期間は１回当たり２～３週間。評価のために後日再度使用したい場合は別

途申し込み願います。

４．貸し出し機器は２台

５．終了後別添の報告書を提出願います。

６．機器ですので取り扱いは慎重にお願いします。説明書付きです。不明な点があれば

歯科保健協会あて問い合わせ願います。

新潟県歯科保健箆会

〒９５０－０９８２新潟市中央区堀之内南３－８－１３

ｍ０２５－２８３－０５２５ＦＡＸＯ２５－２８３－４７４６ 

ｅｍａｉｌ:ndhs@plum・ocnnejp

・６５．



億口くん（オーラルディアドコキネシス測定器）の使用結果報告

報告者氏名（）

送り先・問い合わせ先：新潟県歯科保健協会

〒９５０－０９８２新潟市中央区堀之内南３－８－１３

，０２５－２８３－０５２５ＦＡＸＯ２５－２８３－４７４６ 

‐６６－ 

使用状況（いつ、ど

こで、対象者等簡単

に記入して<ださ

い｡）

使用後の感想・改善

点等（自由記戦）

その他
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平成１８年度地域保健総合推進事業

口腔機能の向上｢腱ロ体操(ロから始まる介護予防)」
ビデオ構成概要

2.口腔機能の向上プログラムへの

イントロダクション

I出滅】

Ｏ健願迎勘楢導士原風奈英

･聞き手住谷けい子
1.対談(ロから始まる介護予防》

I内容】

口腔蝋龍の向上プログラム｢髄ロ体操｣を始めるに
あたっての､注意事項や運動の方法などを聞く。【出演】

･歯学博士北原麓

Ｏ歯科衛生士白田チヨ

olHUき手住谷けい子

（日本健康栖祉政策学会員）

3.口腔機能の向上プログラム

〈唾液腺マッサージ》
【内容】

漣ロ体換の発案者である､北原博士と白田氏に対

醗形式でお鱈を伺う。

対麟内容は､厚生労働右が介護予防に入れた｢口

腔擬能の向上｣についての概略｡｢錘ロ体操｣の成
り立ちや､体操を実行している方々の運励効果､継

鰔するための助言など．

０
⑤
『
。

I出演】

Ｏ髄康運動摺導士原属奈興

I内容】

唾液腺マッサージの効果､運動方法を､詳しく解脱
する。



4.口腔機能の向上プログラム

（あいうえお体操〉
6口腔機能の向上プログラム

〈集団指導のようす2）．

【出演】

Ｏ健康通勤指導±原碗奈美
【出演】

Ｏ健康運動柑導士原碗奈美

【内容】

｢あいうえお体操｣の効果､運励方法を､詳しく解脱
する。

【内容】

原氏による｢健口体燥｣の指導風景。

‐
ｂ
 

③
⑬
。

7.インタビュー<健ロ体操について〉
5.ロ睦機能の向上プログラム

〈集団指導のようす1〉 【出演I

OlHBき手住谷けい子

･東京都中野区･高齢者会館

「しんやまの家｣利用者の皆さん

I出演】

･歯科衛生±白田チヨ

･東京都中野区･弼齢者会館

「しんやまの家｣利用者の皆さん l内容】

｢髄ロ体操｣を実行している方々へのインタビュー。

I内容】

白田氏による｢口腔機能の向上プログラム｣の指導
凰践。



資料８：フッ化物洗ロ先進地視察一日程

弥彦小学校視察日程
１３:００～１３４５ 

「弥彦村における学校歯科保健プログラムの変遷と
その成果(成人期での評価を含む)」

新潟大学医歯学総合病院講師佐久間汐子先生
※小学校の視察は､時間割の都合で１３時45分からですが､小学校の会場をお借りして前段で佐久
間先生からご調演をいただきます。

・６９．

時間 場所 内容

１３:４５ 

１４:００ 
へザ

１４：１０ 

１４:２０ 

１５:００ 

１５:５５ 

１６:００ 

終了予定

玄関～
保健室＆
歯科診療
室
↓移動

6年2組
教室

↓移動

視聴覚室

※時間が
あまれば、
保健室＆
歯科診療
室へ
↓移動

～玄関

案内→歯科診療重見学
ﾌｯ素洗ロ準備見学

ﾌｯ素洗ロ見学(準備～後かたづけ）
･洗ロ場面

①開会のあいさつ
･清野校長
･五十嵐教育長

②参ｶﾛ者多数のため名簿配布

③歯科保健プレゼンテーション
･弥彦小学校における歯科保健の実際
･弥彦小学校健康教育計画の実際等

④学校歯科保健の取り組みや
成果に関する質疑

⑤地域歯科保健の実際

⑥地域保健の取り組みや成果に関する質
疑

⑦閉会のあいさつ

※時間があまれば､歯科診療室･保健室の
見学(時間まで､自由に参観）

見送り

鈴木様
健康委員会

小池先生
健康委員会

司会:鈴木様

校長先生
教育長様

学校歯科医：
佐久間先生
養謹教諭：
鈴木様

保健師：
吉田様

新潟県南魚
沼地域振興
局永瀬

校長先生
鈴木様



資料ｇ：フッ化物洗ロ先進地視察一メンバー

フッ化物洗ロ先進地視察者の一覧

： 
尾留jll裕美子

宍戸美穂

秋野

芝田登美子

7０ 

氏名 所属職名職種

芝鼻美紀 愛知県岡崎市保健所保健予防課母子保健班歯科衛生士
植山久美 愛知県三好町保健センター歯科衛生士

太田晴美 川崎市川崎区役所保健福祉センター地域保健福祉課主任歯科衛生士

蘭高幸 佐賀県久保田町役場久保田町教育委員会教育副次長
古賀育子 佐賀市長寿･健康課母子保健係保健師

大槻三美 具健康福祉部健康推進課歯科衛生士
松田みどり 軒部振興局地域健康福祉部健康衝」E課副主幹歯科衛生士
大庭はるみ 静岡市，呆健福祉局保健衛生部健康づくり推進操歯霜 ､衛生士

高木佐余子 静岡市，呆健福祉局保健衛生部健康づくり推進裸歯瀦 Ⅷ衛生士

山本祐子 島根県出雲保健所健康増進グループ主幹歯科衝生士

松澤真紀子 千葉県我孫子市役所保健福祉 邪保健センター歯ｉ靴衛生士

高澤みどり 千葉県市原市保健ネ 祉部保瞳センター副圭舂！勵科衛生士

金子直美 千葉県市原市保健ネ 祉部保運センター主任歯科衛生士

石井恵理香 千葉県大綱白里町健 を福祉課牛任歯科衛生士

山崎典子 千葉県鎌ケ谷市保健Ｉ 高祉部健康管理課主査歯科衛生士

地曵ハルミ 千葉県木更津市役所保健福祉部保健相劉センター歯科衛生士

石邑香織 千葉県袖ヶ浦市役所保健福祉部健康推進：僧主任歯科衛生士

小磯明美 千葉県流山市役所保健福祉部保健推進課主任歯科衛生士

石川明美
千葉県松戸市健康福祉本部保健福祉課常盤平保健福祉センター主査
歯科衛生士

尾 留川裕美子 千葉県八千代市子ども部母子保健課歯科衛生士

菊地潔
千葉市若葉保健福祉センター健康課すこやか親子係
圭仔歯科衛生士

長谷規子
栃木県保健福祉部健康増進課健康づくり推進室歯科保健指導専門員
歯科衛生士

片岡照二郎 康課母子･歯科保健係医員歯科医師

織田千恵 兵庫県立総合衛生学廃歯科衛生学科技術吏員歯科衛生士

石井のり子 広島市役所社会局児宙福祉課主任技師歯科衛生士

鈴木恵子
福島県県南保健福祉事務所健康福祉部健康増進グループ主任医療技師
歯科衛生士

玉川春美
福島県相双保健福祉事務所健康福祉部健康増進グループ専門医療技師
歯科衛生士

沼田匠
福島県保健福祉部健康衛生領域健康増進グループ医長
歯科医師

宍戸美穂 運河 地域保纒雲技術吏員歯霜 )衛生士

山ロ直美
北海道宗谷保健福祉事務所保健福祉部
健康推進課健康増進係専門員歯科衛生士

秋野憲一 北海道保 :福祉部保健医療局 輿康推進課主任技師歯科医師

芝田登美子 三重県健康福祉部健康づくり三 主幹歯科医師

藤田かおり
水戸市保健センター介護予防事業係
歯科衛生士(兼任:茨城県歯科医師会8020.6424情報センター）

藤本理沙 八代市健康福祉部健康増進課歯科衛生士

潤宮利花 長野県衛生部健康づくり支援課企画員歯科衛生士

丹下貴司 北海猶後志保健福祉事務所保健福祉部歯科医師

永瀬吉彦１新潟県南魚沼地域振興局健塵福祉蝋境部医薬予防課長 歯科)医師



資料1ｏ：フッ化物洗口先進地視察一講演概要

弥彦村う蝕予防プログラムと

新潟県むし歯半減10ｶ年運動

弥広材孚桓＝型②竺坐■苗■瓜■ＯＰ竺中宅

11かり配水中位宛汗嘩、凹竺

10祀:沖■中申抽でﾌﾜ戎氏ロ■蛸
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190O:Ｚ択的ｼｰﾜﾝﾄの導入・１６９１:、UこむL■早城90ヵ年■■

弥彦村における

歯科保健の変遷とその成果

新潟大学医歯学総合病院ロ陸保健科

弥彦小･中学校学校歯科医

佐久間汐子
a0p1:へｆＷ戸スマイル２１

涼a次Ｃし古中Ba10ヵ年■、
睦弾■ロヰー・初9段20■の■Ｎ■ＩＤ巴皮■

フッ化物洗ロの効果的な方法
むし歯の発生はいつ？

1．永久歯が生えかわる

４，５歳から始める

2.永久歯が生えそろうまで

続けて実施する

①保育･幼稚園:１日１回(0.05％NaF溶液）

②小･中学校：1週１回(0.2％NaF溶液） 萌出後の数年間がむし歯になりやすい

年齢別第一大臼歯･第二大臼歯の萌出率
1992年鯛査

フッ化物洗ロによる歯面別う蝕予防効果
萌出時期による比較
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フッ化物皮ﾛの効果の特徴歯垢付着の程度とう蝕礎牛
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Ａ：フッ化物廃ロ実抱小学校Ｂ：朱実施小字枚

（圦他1983）

フッ化物洗ロ実施状況別
12歳児一人平均むし歯数の比較
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平均う蝕経験歯(DFT)数の年度比較
弥彦小学校:1170,1989,1116年
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資料１１：フッ化物洗ロ先進地視察一レポート

行歯会だより(第21号ﾙ…(…
（行歯会＝全国行政歯科技術職連絡会）

鱸ii;鐘鱗
市原市保健センター高澤みどり

日本公衆衛生協会の事業のひとつとして、

先進地視察に行ってきました。行き先は、皆

機ご存知、新潟県弥彦村立弥彦小学校で、日

本一の大鳥居で有名な弥彦神社に程近い坂

の上にありました。３月１６日（金）年度末の

忙しい時期にもかかわらず北は北海道稚内

以前、弥彦小のホームページを見たのです

が、これほど長期間フッ化物洗口を継続し、

成果もあらわれているので、当然トップをか

ざっているのかと思いきや、なかなかフッ化

物洗口に行き当たりません。やっと行き着い

た先には、遠慮がちなコメントがあり、決し

て大々的に取り上げられていませんでした。

そのとき「ああ、ここにとってフッ化物洗口

は日常茶飯事で、特別なことではないんだ。

むし歯予防は簡単にできるので、他の取組み

がいろいろできるのだな。フッ化物洗口は弥

彦小にとって空気のような存在なのだ｡」と

思いました。

今回、実際に行ってみてこの「空気のよう

な」がひとつのキーワードでした。講話の中

や参加者の中からも何度もこの言葉が飛び

交っていました。フッ化物洗口をはじめ、歯

科検診・シーラント・口腔衛生指導・歯肉炎

予防教室等、弥彦小に来ると、誰でもが空気

のように取り組めるのだそうです。

そして、それは小学校にとどまらず、村全

市、南は熊

本県八代市

全国各地か

ら３７名の参

加があり、

職種は歯科

医師・歯科

衛生士・保健師・事務職と多岐にわたってい

ました。受け入れ先の弥彦小学校では、清野

校長先生・養護教諭の鈴木先生・学校歯科医

である新潟大の佐久間先生の講話があり、保

健室・歯科診療室・６年生のフッ化物洗口の

実際の見学をさせていただきました。また、

村からは五十嵐教育長と吉田保健師の話が

ありました。

・７６‐



体の歯科保健活動として、確実に成果が現れ

てきています。弥彦小でフッ化物洗ロが開始

された1970年の有病率は72.8％だったのが、

2006年は7.3％と驚異的な現象です。一人平

均むし歯数も２．２７本から０．１１本に減少し、

まだ減少し続けています。村の三歳児健診で

は､平成元年に70.1％あったむし歯が昨年度

は16.9％に､本数も４．２１本からｑ４１本へと

減少しています。当時の弥彦小の卒業生が親

の世代になってきていて、村全体が空気のよ

うにむし歯予防、ロの健康づくりができてい

るのではないでしょうか。

で、大きな声で私たちに「こんにちは」と挨

拶をしてくれました｡30年以上継続されてい

る空気がこの素敵な笑顔の元なのだと思い

ました。弥彦村は合併の予定がないそうです。

山の向こうは日本海、佐渡に程近い弥彦は温

泉もあり、４月上旬からは桜の季節を迎えま

す。染井吉野に始まり八重桜の連休前まで、

里桜の品種が豊富な弥彦の桜は見事だそう

です。是非みなさまも弥彦に足を運んでみて

はいかがでしょうか。

弥彦をあとにした－行は、数名が都合で日

帰りされましたが、大半は六日IHTへと向かい

ました。やはり視察は行っただけでは感動で

終わってしましますので、その後のディスカ

ッションが大事なわけでして、今回は永瀬先

生のはからいで、六日町一の温泉に泊めてい

ただきました。源泉掛け流しのこの温泉はさ

らりとした本当にいいお湯でした。弥彦は雪

が全くありませんでしたが、六日町は雪景色

で雪見風呂となりました。

この旅館の方たちも、全国から新潟に何を

見にきたのかと驚いていました。新潟は私た

ち歯科保健に携わるものにとって聖地のよ

うなところだ、と説明しました。六日町出身

の若女将が、そういえば小学校のころから何

だかうがいをしていて、高校生までむし歯が

１本もなくて表彰された、と思いだしたよう

に話してくれました。ここにも、空気のよう

なむし歯予防があった！と、感動しました。

実は今回の参加者のうち、約３割を千葉県

勢が占めています。ちょうど１８年度から県

のモデル事業が始まったところでしたので

非常にタイムリーでした。（県内中宣伝しま

した）千葉県で大きな成果が出るよう努力し

たいと思います。

この視察にお骨折りをいただきました永

瀬先生にこの場をお借りして参加者一同感

謝を述べさせていただきます。ありがとうご

ざいました。（永瀬先生は元楽天監督の田尾さん似

の声で、グンディで素敵と大人気でした！）

さて、６年２組のフッ化物洗口の実際です

が、馴れた手つきで当番が保健室からボトル

に入った洗口液と紙コップと１分計をもって

きて配布し、１分間のぶくぶくうがいをしま

す。終わったら紙コップに吐き出し、各自が

用意したティッシュペーパーでロを拭き、紙

コップに入れて捨てるだけです。子どもたち

は、カメラを片手にした大勢のギャラリーに

囲まれて、ちょっとはにかみながら日常茶飯

事を見せてくれました。

弥彦小の子どもたちはとても素敵な笑顔

・７７．
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